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───────────────────────────────────────────

平成26年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第１日）

───────────────────────────────────────────

議事日程（第１号）

平成26年３月５日 午前10時00分開議

日程第１ 会議録署名議員の指名
15番 鵜瀬 和博

１番 赤木 貴尚

日程第２ 審議期間の決定 22日間 決定

日程第３ 諸般の報告 議長 報告

日程第４ 施政方針 市長 説明

日程第５ 議案第16号
壱岐市附属機関設置条例の一部改正につい

て
市民部長 説明

日程第６ 議案第17号
壱岐市職員の給与に関する条例の一部改正

について
総務部長 説明

日程第７ 議案第18号
壱岐市社会教育委員条例の一部改正につい

て
教育次長 説明

日程第８ 議案第19号
壱岐地域生活ホーム設置及び使用に関する

条例の一部改正について
市民部長 説明

日程第９ 議案第20号
壱岐市病院事業の設置等に関する条例及び

壱岐市職員定数条例の一部改正について
病院部長 説明

日程第10 議案第21号
公の施設の指定管理者の指定について（青

嶋公園）
教育次長 説明

日程第11 議案第22号
沼津Ｂ辺地に係る総合整備計画の策定につ

いて
企画振興部長 説明

日程第12 議案第23号 市道路線の認定について 建設部長 説明

日程第13 議案第24号
平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第

１０号）
財政課長 説明

日程第14 議案第25号
平成２５年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第１号）
保健環境部長 説明

日程第15 議案第26号
平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計補正予算（第３号）
市民部長 説明

日程第16 議案第27号
平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計

補正予算（第２号）
総務部長 説明

日程第17 議案第28号
平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算

（第３号）
病院部長 説明

日程第18 議案第29号 平成２６年度壱岐市一般会計予算 財政課長 説明
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日程第19 議案第30号
平成２６年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計予算
保健環境部長 説明

日程第20 議案第31号
平成２６年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計予算
保健環境部長 説明

日程第21 議案第32号
平成２６年度壱岐市介護保険事業特別会計

予算
保健環境部長 説明

日程第22 議案第33号
平成２６年度壱岐市簡易水道事業特別会計

予算
建設部長 説明

日程第23 議案第34号
平成２６年度壱岐市下水道事業特別会計予

算
建設部長 説明

日程第24 議案第35号
平成２６年度壱岐市特別養護老人ホーム事

業特別会計予算
市民部長 説明

日程第25 議案第36号
平成２６年度壱岐市三島航路事業特別会計

予算
総務部長 説明

日程第26 議案第37号
平成２６年度壱岐市農業機械銀行特別会計

予算
農林水産部長 説明

日程第27 議案第38号 平成２６年度壱岐市病院事業会計予算 病院部長 説明

日程第28 議案第39号 平成２６年度壱岐市水道事業会計予算 建設部長 説明

日程第29 要望第１号
これからの勤労青年教育のあり方に関する

要望

──────────────────────────────

本日の会議に付した事件

（議事日程第１号に同じ）

──────────────────────────────

出席議員（16名）

１番 赤木 貴尚君 ２番 土谷 勇二君

３番 呼子 好君 ４番 音嶋 正吾君

５番 小金丸益明君 ６番 深見 義輝君

７番 今西 菊乃君 ８番 市山 和幸君

９番 田原 輝男君 10番 豊坂 敏文君

11番 中田 恭一君 12番 久間 進君

13番 市山 繁君 14番 牧永 護君

15番 鵜瀬 和博君 16番 町田 正一君

──────────────────────────────

欠席議員（なし）

──────────────────────────────
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欠 員（なし）

──────────────────────────────

事務局出席職員職氏名

事務局長 桝崎 文雄君 事務局次長 米村 和久君

事務局次長補佐 吉井 弘二君 事務局書記 若宮 廣祐君

──────────────────────────────

説明のため出席した者の職氏名

市長 …………………… 白川 博一君 副市長 ………………… 中原 康壽君

副市長 ………………… 山下 三郎君 教育長 ………………… 久保田良和君

総務部長 ……………… 眞鍋 陽晃君 企画振興部長 ………… 山本 利文君

市民部長 ……………… 川原 裕喜君 保健環境部長 ………… 斉藤 和秀君

建設部長 ……………… 原田憲一郎君 農林水産部長 ………… 堀江 敬治君

教育次長 ……………… 米倉 勇次君 消防本部消防長 ……… 小川 聖治君

病院部長 ……………… 左野 健治君 総務課長 ……………… 久間 博喜君

財政課長 ……………… 西原 辰也君 会計管理者 …………… 土谷 勝君

──────────────────────────────

午前10時00分開議

○議長（町田 正一君） おはようございます。会議に入る前に御報告いたします。壱岐新聞社ほ

か４名の方から報道取材のため、撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいたしておりますの

で、御了承願います。

ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。

ただいまから平成２６年壱岐市議会定例会３月会議を開きます。

これから議事日程表第１号により本日の会議を開きます。

────────────・────・────────────

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（町田 正一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、１５番、鵜瀬和博議員、１番、

赤木貴尚議員を指名いたします。

────────────・────・────────────

日程第２．審議期間の決定

○議長（町田 正一君） 日程第２、審議期間の決定についてを議題とします。

３月議会の審議期間につきましては、去る２月２５日に議会運営委員会が開催され協議をされ
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ておりますので、議会運営委員長に対し協議結果の報告を求めます。小金丸議会運営委員長。

〔議会運営委員長（小金丸益明君） 登壇〕

○議会運営委員長（小金丸益明君） 議会運営委員会の報告をいたします。

平成２６年壱岐市議会定例会３月会議の議事運営について協議のため、去る２月２５日、議会

運営委員会を開催いたしましたので、その結果について報告いたします。

審議期間の日程案につきましては、各議員のお手元に配付いたしておりますが、本日から３月

２６日までの２２日間と申し合わせをいたしました。

本定例会３月議会に提案されます案件は、条例の一部改正５件、平成２５年度補正予算５件、

平成２６年度当初予算１１件、その他３件の合計２４件となっております。また、要望１件を受

理いたしておりますが、お手元に配付のとおりであります。

本日は、審議期間の決定、議長の報告、市長の施政方針の説明の後、本日送付されました議案

の上程、説明を行います。

３月６日から３月１０日まで休会としておりますが、一般質問並びに質疑についての通告をさ

れる方は、３月７日の正午までに通告書の提出をお願いいたします。

３月１１日は議案に対する質疑を行い、質疑終了後、所管の委員会へ審査付託を行いますが、

質疑をされる場合はできる限り事前通告をされるようお願いいたします。

上程議案のうち、平成２５年度一般会計補正予算（第１０号）及び平成２６年度一般会計予算

につきましては、特別委員会を設置して審査すべきということを確認いたしておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

なお、予算の審議に当たりましては、３日間予定しております。まず、１日目に２５年度補正

予算の歳入歳出全般及び２６年度当初予算の歳入、２日目に当初予算の歳出で１款議会費から

５款農林水産業費まで、３日目に６款商工費から１３款予備費までと分割して審査を行うように

しておりますので、あわせてよろしくお願をいたします。

また、予算について質疑される場合においても、特別委員会委員長宛てに質疑の通告書を提出

されるようお願いいたします。

３月１２日と１３日の２日間で一般質問を行います。

３月１４日、１７日及び１８日の午後は各常任委員会を、１９日、２０日の午後及び２４日を

予算特別委員会の開催日といたしております。

３月２６日は本会議を開催し、各委員長の報告を受けた後、議案等の審議、採決を行い、全日

程を終了したいと思います。

なお、本定例会の審議期間中に人事案件３件が追加議案として提出される予定でありますが、

委員会付託を省略し、全員審査を予定いたしております。
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以上が、壱岐市議会定例会３月会議の審議期間の日程案であります。円滑な運営に御協力賜り

ますようお願い申し上げ、報告といたします。

〔議会運営委員長（小金丸益明君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） お諮りします。３月会議の審議期間は、議会運営委員長の報告のとおり、

本日から３月２６日までの２２日間としたいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 御異議なしと認めます。したがって、３月会議の審議期間は本日から

３月２６日までの２２日間と決定いたしました。

────────────・────・────────────

日程第３．諸般の報告

○議長（町田 正一君） 日程第３、諸般の報告を行います。

平成２６年壱岐市議会定例会３月会議に提出され、受理した議案等は２４件と要望１件であり

ます。

監査委員より、後期定期監査の報告書が提出されており、その写しをお手元に配付いたしてお

りますので御高覧をお願いします。

次に、２月２８日壱岐文化ホールにおいて兵庫県朝来市長と壱岐市長との「歴史・教育・経済

パートナーシップ宣言」の調印式があり、その調印式に立ち会いました。

今後は、今まで以上に歴史・教育を基軸とした連携を深めながら、地域間協同による経済振興

を図っていくことが宣言され、両市長の調印が行われました。

今定例会３月会議において議案等説明のため、白川市長を初め、教育委員会教育長に説明員と

して出席を要請しておりますので、御了承をお願いいたします。

以上で、私からの報告を終わります。

────────────・────・────────────

日程第４．施政方針

○議長（町田 正一君） 次に、日程第４、施政方針の説明を行います。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） おはようございます。施政方針を申し上げます。

本日ここに、平成２６年壱岐市議会定例会３月会議の開催にあたり、市政運営について所信の

一端を申し述べますとともに、平成２６年度当初予算案また前会議以降今日までの市政の重要事

項等について、その概要を申し上げ、議員各位並びに市民皆様の御理解と御協力を賜りたいと存

じます。

さて、２月２日執行の長崎県知事選挙において中村知事が見事２期目の御当選をなされました。
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心からお喜びを申し上げますとともに、今後も県政発展のため、そして離島の振興発展のため、

ますますの御活躍をお祈りするものであります。

さて、去る３月１日、壱岐市は市制施行１０周年を迎え、壱岐文化ホールにおいて記念式典を

開催いたしました。国会議員各位、長崎県知事、国土交通省国土政策局長初め多くの御来賓をお

迎えし、議員各位、自治公民館長を初め市内の各団体の代表、関係者を含め約５００人の皆様の

御出席をいただき、盛大にとり行うことができました。これまで市勢振興に功績があった皆様の

表彰やアトラクションとして、壱岐うらふれ体操、市民合唱祭実行委員会による壱岐市市歌「壱

岐洋洋」の合唱など式典を大いに盛り上げていただきました。

また、本式典にあわせ、西日本新聞社から炭鉱画家山本作兵衛氏の絵画が貸与され、今後、小

金丸美術館等において展示することとしております。さらに、市内小学校のメッセージをロビー

に掲示いたしました。

市制施行１０周年を機に、これまで壱岐市をつくり上げてこられた先人の思い、そして何より

市民皆様の思いを壱岐市のさらなる発展に必ずやつなげてまいります。今後とも全力で壱岐市発

展に取り組んでまいりますので、市民皆様、議員各位の格別の御理解、御協力を賜りますようお

願い申し上げます。

また、市政施行１０周年記念並びにＮＨＫ長崎放送局開局８０周年記念事業として開催する

「のど自慢」については、ゲストに小柳ルミ子さんと狩人をお迎えし、３月１５日が予選会、翌

１６日の本選は公開生放送となっております。

さて、次に、兵庫県朝来市とのパートナーシップ宣言についてでございますが、朝来市とは旧

和田山町出身で、２８０年前壱岐へ流された義人小山弥兵衛を孫娘心諒尼が訪ねた史実のとりも

つ縁で交流を図ってまいりましたが、このたび、朝来市・壱岐市の地域間協同による経済の振興

を図るため、式典前日の２月２８日「歴史・教育・経済パートナーシップ宣言」の調印を行った

ところであります。

次に、去る２月１８日、長崎県立大学と壱岐市との包括連携に関する協定書締結式をとり行い

ました。

これは、文部科学省の「地（知）の拠点整備事業」に採択された長崎県立大学のプロジェクト

「長崎のしまに学ぶ」の体験教育プログラムの一環であります。積極的に学生の受け入れを推進

し、新たな交流の創出及び人材育成を図りたいと考えております。

また、現在の壱岐市総合計画については、平成１７年度から平成２６年度までの計画となって

おり、新年度から次期計画の策定に取り組み、市民皆様と行政が共有できる、今後１０年間のま

ちづくりの目標、新たな市の将来像を「第２次壱岐市総合計画基本構想」として描いてまいりま

す。
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次に、壱岐市庁舎建設検討委員会については、これまで９回の会議が開催され、今月中に答申

をいただく予定でございます。本答申を受け、市民皆様の御意見をお聞きしながら、庁舎建設の

方向性について議論を進めてまいります。

さて、時間外窓口開設の試行についてでございます。

郷ノ浦庁舎の市民福祉課窓口では、住民票及び印鑑証明書の交付、税務課窓口では、所得証

明・納税証明・評価証明・名寄台帳の交付を、試行的に４月と５月の毎週月曜日と金曜日の２日

間、閉庁後の午後７時まで窓口業務を延長し、通常の時間内に来庁できない皆様の御希望に応え

るとともに、今後に向けた利用実績の把握・調査を行ってまいります。

次に、効率的な行財政運営についてでございますが、まず行財政改革については、これまで諸

改革を市職員一丸となって取り組み、一定の成果を上げてまいりました。今後、地方交付税の合

併算定がえの段階的縮減が始まりますが、国においては合併市町村に対し、新たな財政措置を行

うこととなっております。

各種団体への補助金について、壱岐市補助金等検討委員会を立ち上げ、あらゆる角度から御審

議を賜り、本年１月に提言をいただきました。提言内容といたしましては、補助金の廃止１件、

縮減３３件、継続１３１件であります。本提言を受け、見直し指針を定め、平成２６年度予算か

ら反映することといたしております。

次に、産業振興で活力あふれるまちづくり、交流人口・定住人口の拡大について申し上げます。

まず、一支国博物館についてでございますが、現在開館以来約４４万人の方に御来館いただい

ておりますが、一方で開館当初から比較いたしますと入館者数が減少しております。

これについては、第２期の新たな指定管理期間に入ることから、指定管理者とも十分協議を行

い、企画展を初めさまざまなイベントを開催するなど、市民皆様はもとより来島される皆様がよ

り楽しめる内容を心がけ、新たに設定した年間入館者目標の１１万人を達成するよう努めてまい

ります。

次に、観光振興についてでございますが、平成２５年の本市への観光客数について、その重要

な指標である九州郵船とＯＲＣの乗降客数は、７１万９,５８３人で対前年度比１％増と平成

２４年に引き続きわずかながら増加となっております。

観光旅行の多様化により、離島の観光地にとって大変厳しい状況の中、平成２４年４月から実

施されたフェリー、ジャットフォイル料金の低廉化の効果はもとより、マスメディア等を活用し

た情報発信や、しま共通地域通貨の発行などの誘客施策、また国体プレ大会を初めとする各種イ

ベントの開催などが増加の要因と考えております。

今後も引き続き原の辻遺跡と一支国博物館を核として、総力上げてオンリーワンの観光地づく

りに取り組んでいく必要があると考えております。
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また、情報発信強化推進事業として、首都圏からのモニターツアー及び県下離島市町との首都

圏での合同ＰＲ事業、東京・大阪での壱岐の歴史文化講座など情報発信を積極的に展開し、壱岐

の知名度アップを図ってまいります。

「がんばらんば長崎」地域づくり事業については、壱岐の強みである食・歴史・文化・自然等

を活かした誘客メニューづくりなどの事業達成に向け、引き続き支援を行ってまいります。

次に、教育旅行の誘致については、平成２５年度中３１校、２,５１３人に本市を訪れていた

だきました。しかしながら、教育旅行予算の減少など、依然として厳しい状況にありますことか

ら長崎県内本土部のみを対象とした「壱岐行き教育旅行推進事業」を本年度は県外の学校へも拡

充するとともに、長崎県とも連携し、福岡都市圏、中国・四国、関西地区を中心に本事業のＰＲ

を進めてまいります。

外国人誘客いわゆるインバウンド対策については、これまで市内宿泊施設等の受け入れ体制の

整備や、中国の雑誌社の撮影誘致、韓国のパワーブロガーモニターツアーなど取り組んでまいり

ましたが、平成２６年度を「インバウンド元年」と位置づけ、外国人の壱岐までの渡航費用助成

制度の創設や、福岡市と連携した台湾での観光プロモーションの実施など、関係団体と連携しイ

ンバウンドの展開を進めてまいります。

壱岐市福岡事務所については、本年４月で４年目を迎えますが、これまでの駐在職員の訪問活

動により福岡市民皆様や多くの企業等にも認知度が高まるなど、情報発信の効果が出てきており

ます。

また、２４年度から実施している「Ｉｋｉ Ｉｋｉ（いきいき）サポートショップ制度」につ

いては、これまで３３店舗を認定し、壱岐産品の情報発信と消費拡大に効果を上げておりますが、

首都圏や関西地域における認定制度拡大に取り組んでまいります。

次に、定住促進対策につきまして本市の人口は、昭和３０年の５万１,７６５人をピークに

年々減少を続け、平成２２年の国勢調査では２万９,３７７人となるなど、人口減少対策は、本

市にとって極めて大きな問題であります。

現在、市では定住促進対策として島外通勤・通学交通費助成制度を設け、現在３２名の方にご

利用いただいております。また、島外からの移住希望者に対しては、空き家・空き地情報、求人

情報の提供、農業、漁業への新規就業者に対する研修制度や助成支援制度など情報提供を行って

おります。さらに昨年からＵＩターンの推進を図るため、滞在費の一部を助成するＵＩターン促

進短期滞在費補助事業を実施しているところであります。

人口の減少対策については、雇用の創出が不可欠であります。これについては、これまでの企

業誘致に加えて地場の産業に雇用創出の場の開拓ができないか、行政と各産業の有識者で構成す

る「（仮称）人口減少対策会議」を立ち上げ、あらゆる角度から研究してまいります。
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婚活事業については、これまで結婚促進のための独身男女交流イベントの開催や、開催団体へ

の補助を実施してまいりました。特に昨年開催した本市初の街コンイベント「いきコン」におい

て、郷ノ浦商店街を舞台に、１００人規模での開催となり商店街をにぎわし、経済効果もあった

ものと認識をいたしております。

地域おこし協力隊については、総務省の制度を活用し、４業務４名の隊員を採用し、それぞれ

のミッションに努めてもらっております。特に昨年の海女ちゃんブームもあり、海女さん後継者

は注目を浴び壱岐市のＰＲにも大きく貢献したとこであります。

また、各隊員それぞれの活動もさることながら共同事業にも着手され新たな風を起こしている

と認識をいたしております。

平成２６年度においては、新たに２業務２名の隊員の採用を予定しております。

次に、産業の振興についてでございますが、まず、農業についてでございます。

壱岐市の農業が持続的に発展していくためには、農業者が効率的かつ安定的な農業経営ができ

る環境整備や人づくり・組織づくり及び農業生産額の向上が重要であり、平成２６年度も、担い

手対策・米政策・施設園芸・畜産振興等、各種施策を展開してまいります。

国においては、農業従事者の高齢化、耕作放棄地の拡大などの課題に対応するため「農林水産

業・地域の活力創造プラン」を取りまとめ、関係者が一体となって、課題の解決に向けて取り組

むこととしております。

具体的内容については割愛いたしますが、「強い農林水産業」をつくり上げることとされてお

ります。

また、平成２５年度国の補正予算において、低コスト・高収益な産地体制を図るため「攻めの

農業実践緊急対策事業」が２カ年計画で実施されることとなっております。

農業の持続には、後継者や人材の確保、集落営農組織の育成が不可欠であります。

本年１月末現在の認定農業者数は２７６経営体で、そのうち法人が７経営体となっております。

また、集落営農組織については、現在３６の特定農業団体と二つの特定農業法人が設立され、

長崎県の約半数を占める組織を有するに至っております。認定農業者と集落営農組織には、これ

からの本市の農業を支える担い手として大きな期待を寄せており、組織育成や研修等に引き続き

支援を行ってまいります。

複合部門の重要作物である野菜、花卉、果樹等は、高生産性・高収益を望める作物であり、今

後も補助事業を活用し施設整備と既存施設の長寿命化対策の支援を講じてまいります。

特に、アスパラガスについては、単価・収量とも県下トップの成績を維持しており、今後は面

積の拡大とともに、揺るぎない産地形成を図ってまいります。

本市の肉用牛振興については、「壱岐市肉用牛改良対策会議」の改良方針に基づき、優良系統
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牛の保留に対する支援を継続してまいりました。また、肥育経営においても、「壱岐牛」ブラン

ドとして人気を博しており、今後も育種価の検証とブランド化の確立を目指してまいります。

子牛市では、６年ぶりに年間平均で５０万円台となり好調に推移しておりますが、一方で、高

齢化・後継者不足等による繁殖牛の飼養頭数減少が続いております。その対策として、集落営農

組織・建設業者による新規参入を模索するなど、生産基盤の強化を図ってまいります。

次に、有害鳥獣被害防止対策事業でございますが、イノシシは生息数が少ないうちの撲滅に向

けた対策が極めて重要であることから、これまで捕獲わなの設置やハンターによる捕獲に努めて

まいりましたが、成果を上げるまでには至っておりません。

また、タイワンリス及びカラスについても、猟友会・市民皆様の協力により、捕獲駆除を行っ

てまいります。

さらに、高齢化によるハンターの減少対策として、新規猟銃所持に対する補助制度を設けるこ

とといたしております。

次に、水産業の振興についてでありますが、平成２５年中の市全体の漁獲高、漁獲量を、その

前年と比較いたしますと、漁獲高が１３.４２％減の約３６億７,０００万円、漁獲量が

１６.０７％減の４,９５１トンとなっており、漁家及び漁協の経営に深刻な影響を与えておりま

す。

こうした厳しい状況を踏まえ、昨年７月から燃油高騰対策事業として１リットル当たり１０円

の補助をしております。また、国の「漁業経営セーフティネット構築事業」への加入を推進し、

漁家の安定経営を図ってまいります。このほかに、認定漁業者支援事業並びに漁業後継者対策事

業を実施しており、現在、認定漁業者が１４６名で漁業後継者６名が就業しております。さらに、

漁業近代化資金の利子補給、漁獲共済・漁船損害保険への一部助成、漁船漁業の機器設備の充実

を図るための漁船近代化施設整備事業、密漁による被害を防止するための監視活動に対する助成

を実施しております。

国・県の事業としては、離島輸送コスト支援事業、離島漁業再生支援事業、２１世紀漁業担い

手確保促進事業に取り組んでおります。また、平成２５年度国の補正予算により省燃油活動を行

う漁業者グループ支援と省エネ効果の高い機器類導入漁業者グループ支援が実施されるようにな

っております。

栽培漁業については、種苗の高水温等によるへい死を受け、紫外線殺菌装置を設置し、アワビ

３８万個、アカウニ２３万個、カサゴ１８万尾の種苗の生産を計画しております。

漁港整備については、大久保漁港と久喜漁港の用地舗装、小崎漁港の防風フェンス、湯ノ本漁

港の浮き桟橋を計画いたしております。また、初瀬漁港、神田漁港施設の老朽化に伴い、施設の

現況把握、機能診断、老朽化予測、保全対策工法の選定などの調査業務を行い、年次的に改修す
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るための維持管理計画書を策定して整備してまいります。

次に、商工業の振興と雇用対策についてでございますが、商工業の振興については、商工会活

動の活性化に努めるとともに、商工業者や中小企業者の融資利子補給や保証料に対する補助を行

ってまいります。特に、平成２６年度においては、新規事業の取り組みに資金融資の信用保証料

の補助を行い、創業支援を行ってまいります。

また、本年４月より消費税率が５％から８％に上がることに伴い、買い控えによる個人消費の

落ち込みが懸念されます。壱岐市商工会と連携し、２億円を限度に１０％のプレミアム商品券を

発行することにより消費を喚起し、市内商工業の活性化、島内経済の振興を図ってまいります。

雇用については、国の「緊急雇用創出事業臨時特例交付金」により新たな人材育成に取り組ん

でまいります。

企業誘致の推進については、人口の流出を食いとめる極めて重要な施策であります。従来の企

業誘致施策に加え、本市は光ケーブル布設により大容量情報処理が可能であることから、今後ソ

フトウエア開発関連企業にも働きかけてまいります。

次に、福祉・健康づくりの充実で安心のまちづくり地域福祉の推進についてでございます。

障害者皆様が利用する福祉サービス、相談支援事業、地域生活支援事業の事業量見込み及び提

供体制の確保に関し計画的な充実を図るため、平成２７年度から３年間を期間とする第４期壱岐

市障がい福祉計画を策定することといたしております。

また、昨今の社会情勢に伴い、子育てを取り巻く環境が大きく変化する中、子供たちが健やか

に育つための環境整備を推進するとともに、「子ども・子育て支援法」の施行に向けた準備を進

めております。

平成２６年度においては、壱岐市子ども・子育て会議等の御意見を賜りながら、子ども・子育

て支援事業計画の策定を行ってまいります。

さらに、新支援法の先取りとして、国の「保育緊急確保事業」により、一定の基準を満たす認

可外保育施設に対し、３歳未満児を中心とした保育需要への対応を目的に、運営費の一部を助成

することといたしております。

また、ファミリーサポートセンター事業の準備作業を、壱岐市社会福祉協議会に委託すること

といたしております。

次に、生活保護については、増加を続ける生活保護受給者と社会保障費の増加、生活保護受給

者の収入が国民年金受給者等の収入を上回る状況の中、国は昨年８月から、生活保護基準額の引

き下げを３カ年の移行期間を設け実施しており、平成２６年度においても改正が行われることと

なっております。また、生活保護法の一部を改正する法律が施行され、必要な方には確実に保護

を実施するという基本的な考えを維持しつつ、今後とも生活保護制度が国民の信頼に応えられる
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よう、就労による自立の促進、不正受給対策の強化、医療扶助の適正化等を行うための所用の措

置を講ずるとされております。

本市の生活保護受給者は、平成２０年度より減少しておりましたけれども、昨年１２月時点に

おける受給者の状況は３８１世帯、５５３人で、保護率は１.９８％となっております。

受給者の方々に対しては、就労による自立を促すため就労支援員の活用やハローワークとの連

携により就労支援の強化を図ってまいります。また、医療扶助においては、頻回・多受診者の

方々への指導や、ジェネリック医薬品の使用促進を実施強化してまいります。

次に、健康づくりについてでございますが、生活の基盤は、まず「健康」であります。今後も、

市民皆様の健康づくりのために、各種検（健）診、相談、予防、健康教室等の充実を図り、受診

率の向上のため、健康づくり推進員皆様とともに啓発事業の推進を図ってまいります。

また、食生活改善推進員（通称ヘルスメイト）の皆様におかれては、食品の安全・調理・栄養

など食に関する市民皆様への啓発を、あらゆる場で行っていただいております。

健康づくりは、市民皆様一人一人の自覚と実践によるところが大きく、今後も市民皆様と行政

が、一体となった市民協働活動に取り組んでまいります。

次に、国民健康保険については、その加入率は現在３５％でございます。景気低迷を反映した

所得の減少等により、ここ数年深刻な財政運営が続いております。

平成２６年度予算編成においては、一般会計からの繰り入れを行うとともに、税率の引き上げ

を行う予定としております。具体的な税率については、現在、確定申告中であり所得等が決定次

第、算定を行うことといたしております。

財政安定化のため、滞納処分を含めた収納対策に取り組み、収納率の向上に努めるとともに、

「第２期特定健康診査等実施計画」に基づき、特定健康診査・特定保健指導の受診率の向上、重

症化予防対策等による保険事業を推進し、医療費の適正化を図ってまいります。

介護保険については、第５期介護保険事業計画に基づき、高齢者が地域で自立した生活を営め

るよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスを切れ目なく提供する「地域包括ケアシ

ステム」の実現に向けた取り組みを進めているところであります。

計画のうち、施設整備については、箱崎中学校グラウンド跡地に社会福祉法人博愛会による特

別養護老人ホーム「ハッピーヒルズ（幸せの丘）」が平成２７年の３月のサービス開始に向けて

着工されたところであります。

なお、平成２６年度は、第６期事業計画（平成２７年度から平成２９年度まで）の策定年度と

なり、計画策定とあわせ平成２７年度からの介護保険料についても算定することとなります。

後期高齢者医療制度については、制度の維持、廃止の議論について、社会保障制度改革国民会

議において、現行制度を基本としながら必要な改善を行うことが適当と報告されたところであり
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ます。

また、後期高齢者医療保険料については、２年ごとに見直しを行うこととなっており、平成

２６、２７年度の保険料については、長崎県後期高齢者医療広域連合で議論が重ねられ、被保険

者・医療給付費の増加等により若干の引き上げ予定となっております。

次に、自然を生かした環境にやさしいまちづくりでございますが、生活環境の保全については、

多くの市民皆様に御理解いただき、島内一斉清掃、各種ボランティアによる清掃活動等に取り組

んでいただいております。

特に本年は、長崎がんばらんば国体の開催に伴い、本市に来島される皆様が心地よく島内をめ

ぐっていただくため、さらなる環境美化に努めてまいります。

また、壱岐の海岸につきましては、本年も引き続き漂着物の撤去に力を入れてまいります。

一般廃棄物の処理については、壱岐市クリーンセンター及び汚泥再生処理センターが順調に稼

働しており、今後も循環型社会の推進に努めてまいります。

大気汚染物質「ＰＭ２．５」については、人体、生活への影響が懸念されておりますが、今後

も測定値を注視し、必要に応じケーブルテレビ、防災告知放送等を活用し、市民皆様へ対応策を

含め、周知を図ってまいります。

次に、生活環境の充実についてでございますが、市道整備については、補助事業の道路改良

２路線、交通安全施設整備３路線及び橋梁補修１橋、起債事業１１路線の整備を図ってまいりま

す。

急傾斜地崩壊対策事業につきましては、引き続き４地区の整備を進めてまいります。

壱岐市景観計画については、平成２５年度景観計画策定員会を発足し、庁内検討委員会及び作

業部会を立ち上げ、本市の景観形成に関する方針等について協議検討を重ねております。

本市の特性を活かした景観計画の策定に向けた取り組みを進めてまいります。

公営住宅の整備については、旧耐震基準である昭和５６年５月３１日以前に建築した団地のう

ち、古城団地のほか２団地の耐震診断を予定いたしております。

また、市民皆様の生活環境の向上を図るとともに地域経済の活性化を促進するため、引き続き

住宅リフォーム支援事業を進めてまいります。また、危険な家屋等の除却を行う方に対して支援

を行い、安全で安心な住環境づくりに努めてまいります。

次に、水道事業関係についてでございますが、簡易水道事業は、国庫補助の基幹改良事業によ

り、平成２０年度から老朽施設の更新等の整備を進めておりました湯本浦地区と石田地区が完了

となります。今後については、平成２８年度までの３カ年計画で基幹施設の更新等の整備を行う

こととしており、平成２６年度には芦辺浄水場の浄水施設の改修工事等を実施する計画にしてお

ります。
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また、上水道事業は、武生水地区岳ノ辻配水地の改修及び老朽化した配水管の布設がえ工事を

実施いたします。

水道事業においては、漏水対策が重要課題であり、施設の適正な維持管理に引き続き努めてま

いります。

下水道事業関係については、郷ノ浦の公共下水道事業は、事業計画に基づき引き続き中央処理

区の永田地区、片原地区の汚水管布設や路面本復旧工事を行い、事業の促進を図ってまいります。

漁業集落排水施設整備事業は、平成２５年度から芦辺浦地区に着手しております。平成２６年

度は汚水管布設及びマンホールポンプ場の整備工事を計画しており、芦辺浦地区の一部供用開始

を図ることといたしております。

合併処理浄化槽設置整備事業は、公共下水道及び漁業集落排水施設の処理区域以外の汚水処理

対策として、「循環型社会形成推進地域計画」に基づいて実施している事業であり、１４０基の

設置を予定しております。

次に、心豊かな人が育つまちづくりでございます。

芦辺中学校の校舎建設に関する検討委員会は、５回開催されております。校舎の規模や教室の

配置、自然災害に対応するための情報収集、地域間の連携等、多様な視点からの協議を重ねてい

ただき、芦辺中学校の規模にふさわしい施設の建設候補地として「壱岐市ふれあい広場」の報告

をいただいております。

今後、本市においては、本報告書を基に新しい候補地での校舎建設が可能であるか、地質・環

境アセスメント等の専門的な調査を引き続き審議してまいります。

壱岐市小学校統廃合に関する検討委員会は、平成２５年７月８日に第１回委員会が開催され、

その後４地区に分かれ検討小委員会をそれぞれ２回から４回にわたり開催され、本年２月５日の

第２回検討委員会まで、約８カ月にわたり協議を重ねていただきました。その協議結果と要望事

項をまとめた報告書が２月１３日に教育委員会に提出されました。

報告書を受理した教育委員会は、協議を重ね３月３日の教育委員会議において教育委員会とし

ての方針を決定した旨、報告を受けました。

その内容は８項目ございまして、主なものは壱岐市の小学校は現段階では統廃合をしない。芦

辺小学校については、芦辺小学校区の意向を尊重し、現在の場所で改築する方向で関係者と協議

する。近隣の小学校との統合について、協議したい旨の要望が出た場合は、協議の場を立ち上げ

統廃合を進めるなどであります。

今回、教育委員会が決定した方針は「統廃合の検討委員会」の報告を尊重し、今後の壱岐市の

小学校のあり方を見据えた内容になっていると捉え、この方向で推進したいと考えておりますの

で、今後とも市民皆様の御理解をお願い申し上げます。
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次に、学校施設は児童生徒が一日の大半を過ごす大切な学習や生活の場であるとともに、災害

発生時には地域住民の重要な緊急避難場所としての役割も果たすことから、耐震性を確保するこ

とは極めて重要な課題と考えております。本市においては平成２０年度から耐震診断、平成

２４年度から耐震化工事にそれぞれ着手し、本年３月末においては、市内小中学校耐震化率は

７５％となる見込みであります。

次に、第６９回国民体育大会についてでございます。

長崎県で４５年ぶりとなる第６９回国民体育大会（長崎がんばらんば国体）が、いよいよ本年

１０月１２日から２２日までの１１日間開催されます。

国体は、都道府県対抗で行われる国内最大のスポーツの祭典であり、約４０種目の協議がこの

期間に一斉に県内各市町を会場に行われます。

壱岐で初めてとなる国体を開催するには、交通機関や宿泊施設の利便性を高め、会場となる球

場や道路等を整備し、加えて地元競技団体の協力と市民皆様の御理解、御協力が不可欠であり、

今後も皆様方とともに万全の準備を行ってまいります。

協議の概要といたしましては、自転車競技（ロード・レース）が１０月１３日の体育の日に

１８８名の都道府県代表選手により、約３時間半にわたるレースが行われます。当日は、交通規

制など市民皆様に大変、御迷惑をおかけいたしますが御理解いただきますようお願いいたします。

また、立哨員として消防団、公民館連絡協議会、交通指導員の皆様にも、御協力をいただきたく

大変御迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願い申し上げます。

ソフトボール競技（成年女子）は、１０月１８日から２０日まで、大谷公園ソフトボール球場

と、ふれあい広場の両会場で全国のブロック予選を勝ち抜いた１２チームと地元長崎県チームの

１３チームにより試合が行われます。

また、本年も花いっぱい運動等に取り組んでいきますので、市民皆様の御協力をお願いいたし

ます。

引き続き国体も盛り上げていただくよう、市民皆様にはさまざまな形でかかわっていただき、

また、おもてなしの心で来島者を迎えていただき、思い出に残る国体になるよう御協力をお願い

いたします。

次に、勝本地区公民館については、施設の老朽化に伴い平成２６年度に改築工事を行うよう計

画を進めております。現在地に鉄筋コンクリートづくり２階建て、勝本浦の景観にも配慮した生

涯学習、文化活動、公民館活動、イベントなどの拠点設置として整備いたします。

次に、国内外交流が盛んなまちづくりについて申し上げます。

壱岐市は、地域情報通信基盤事業により、光テレビの全域整備やインターネット、光ＩＰ電話

網の環境整備が完了し、都市部に負けない情報通信環境が実現できております。
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この通信環境を活用し、ＩＣＴまちづくり推進事業の案件形成調査事業に取り組んでおります

が、今回、長崎県のモデル事業として、長崎県地域支え合いＩＣＴモデル事業を壱岐市において

実施することが決定をいたしました。

これは、長崎県のモデル事業であり、県内の小規模高齢化集落が存在する地域において、ＩＣ

Ｔいわゆる情報通信技術の利活用を通じた集落機能の補完・強化のための取り組みをモデル的に

行うもので、一部の地域を特定し実施するものであります。

予定ではありますけども、三島地区を対象に実施したいと考えているところでございます。

また、集落支援員１名をＩＣＴ普及員として配置し、ＩＴ機器の管理や情報の更新、住民への

使用方法の周知、住民要望の把握を行い、事業を通して集落点検を実施していくことといたして

おります。

次に、コミュニティ行政の推進についてでございますが、さらなる協働のまちづくりの推進と

新たなコミュニティの形成による地域自治の推進を図るため、自治基本条例の策定に向け取り組

んでまいります。この条例は、自治体の仕組みの基本となるルールを定めるもので、一般的には

地域における諸問題への対応や、市民・議会・市がまちづくりに関する情報を共有し合える仕組

みなどを定めることとなります。

この条例が、有効に機能するためには、行政主導ではなく住民主導で進めて行くことが重要で

あることから、市民皆様との意見交換等を十分重ね、御理解と御協力をいただきながら進めてま

いります。

さて、病院事業でございますが、壱岐市民病院の経営状況については、平成２５年度の収支見

通しにおいて、常勤医師の増による診療体制の充実により黒字を達成する見込みとなっており、

引き続き壱岐市地域医療の中核病院として、市民皆様に信頼される安全安心な医療を提供できる

病院づくりを進めてまいります。

医師確保につきましては、向原総病院長が関係大学や各地の病院等に出向き、医師の招聘に取

り組んでいるところでありますが、４月から新たに内科医師１名の採用が決定いたしております。

また、松村副院長の退職に伴い、常勤外科医師が１名体制となるため、外科医師の確保を最大

の課題として進めてまいりましたが、２月２６日に向原総病院長とともに、九州大学第２外科に

出向き、医師派遣のお願いをいたしましたところ、４月から医師派遣のお約束をいただいたとこ

ろであります。しばらくは非常勤体制となりますが、早晩、常勤体制になるものと考えておりま

す。実に平成１７年以来９年ぶりに九州大学第２外科からの医師派遣が再開されることとなりま

す。この間、総病院長の尽力に頭の下がる思いをいたしますと同時に第２外科前原教授の大きく

広い涵養の精神に心から敬意と感謝を申し上げるものでございます。

長崎県病院企業団加入については、昨年１１月に要望書を長崎県へ提出し、早期加入に向けて
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全力で取り組んでいるところであります。経営基盤の強化、一層のガバナンス体制の充実、ス

ケールメリットを活かした病院経営の体制づくりが重要であります。

将来的な経営見通しは、現在、休床している精神病床にかかる交付税措置の減額など、厳しい

経営状況が続く見込みであり、本市の地域医療を守るためにも長崎県病院企業団加入に向けて、

長崎県及び関係構成市町にも積極的に働きかけてまいりたいと考えております。

平成２６年度の病院事業予算につきましては、経常収支では黒字となっておりますけれども、

地方公営企業法改正に伴う会計制度の変更見直しにより、新たに引当金等を計上することが義務

づけられましたので、この引当金等を含めた純利益については収支に不足額が生じることとなっ

ておりますので、さらなる病院経営の改善を図ることといたしております。

また、平成２６年３月をもって、かたばる病院が国から移譲を受けて１０年が経過いたします

ことから正式に閉院となりますので、今回、関係条例の改正を提出いたしております。

次に、安全・安心のまちづくりでございます。

防災は、行政の最大の使命として、これまで、さまざまな災害の発生に備え、防災関係機関と

連携し、各種の防災対策を進めておりますが、行政による防災対策のみならず、市民皆様自らが

防災対策を講じるとともに、現在推進をしている自主防災組織の結成等により、地域が助け合っ

て地域の安全を確保することが重要と考えております。

そこで、市民皆様にお一人お一人に防災意識を高めていただくために、防災に関する知識の普

及啓発と災害への備えや災害が発生した場合の対処方法などをまとめた「わが家の防災マニュア

ル改訂版」と「地域防災計画（これは原子力災害対策編でございますけども）概要版」を作成し、

全戸に配布することといたしております。

長崎県では昨年「みんなで取り組む災害に強い長崎県づくり条例」が施行されました、「自

助」、「共助」、「公助」の理念のもとに市民皆様、地域、市県、防災関係機関等が連携し、

「災害に強い長崎県」、「災害に強い壱岐市」を実現するため、今度も着実に防災対策を進めて

まいります。

平成２５年中の災害発生状況は、火災３０件、救急１,６０１件、救助１４件で前年に比較し、

火災は９件の増、救急は４２件の増、救助は４件の減でありました。近年は酷暑による熱中症の

患者搬送が多く発生し、また、救急患者搬送に占める高齢者の割合は約７割と年々増加しており

ます。

また、平成２５年度事業として実施してまいりました、壱岐市消防本部・壱岐消防署の庁舎の

建設工事、消防救急デジタル無線化工事、消防指令台更新工事については、３月２８日に消防庁

舎等の竣工式、２９日に市民皆様を対象とした見学会を予定しております。

平成２６年度は、既存消防庁舎の解体、訓練場整備、外溝工事、訓練塔改修工事また、防火水
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槽５基、防火水槽自動給水装置を７基、芦辺町箱崎地区の消防団格納庫の建設工事、消防団の小

型ポンプ２台を予定し所要の予算を計上いたしております。

次に、議案関係についてでございます。

まず、平成２６年度予算についてでございます。

平成２６年度の地方財政は、地方税収入や地方交付税の原資となる国税収入が一定程度増加す

るとともに、国の取り組みと歩調を合わせて歳出抑制を図られましたが、社会保障関係費の自然

増や公債費が高い水準で推移することなどにより財源不足が生ずるものと見込まれています。

このため、平成２６年度から平成２８年度の間は、平成２５年度までと同様、建設地方債の増

発等によってもなお、財源不足が生じる場合にはこれを国と地方が折半して補填することを基本

として対処することとされ、地方負担分については、臨時財政対策債により補填措置を講じるこ

ととするとともに、臨時財政対策債の元利償還金相当額については、その全額を後年度地方交付

税の基準財政需要額に算入することとされており、地方交付税等の一般財源総額について、平成

２５年度地方財政計画を相当程度上回る額を確保することとされております。

本市の財政は、市税などの自主財源に乏しく、収入の多くを地方交付税や国庫支出金に依存し

ており、合併後の大型事業の実施については、合併特例債や過疎債などの地方交付税措置のある

市債を有効に活用しながら財政運営を行ってきたところでありますが、なお一般財源不足につい

ては、財政調整基金や減債基金等の取り崩しにより対応しており、引き続き厳しい財政状況とな

っております。

平成２４年度末の市債現在高は２７６億円であり、義務的経費の割合は４５.１％と高く、経

常収支比率は８０.９％と依然高い水準で推移するなど、各種施策に柔軟に対応することが困難

な状況が続いております。

平成２６年度から、普通交付税合併算定がえの段階的縮減が始まる中、本年度予算編成に当た

りましては、消費税率の引き上げに伴う影響分も含めて、増額予算となっておりますが、全ての

事務事業について、政策評価を実施し、また、補助金等検討委員会の提言を最大限尊重し、壱岐

市の振興・発展に資する補助金等の適正化並びに効率的かつ効果的な補助金等の見直しを行い、

市民意識、国・県・社会情勢の変化、経済の動向を注視しながら、自主性と責任により限られた

財源を活用し、地域経済と住民福祉の増進及び市民皆様と行政との協働による各種事業の推進を

図るための予算編成を行っております。

なお、一般会計予算規模は２１０億２,５００万円、対前年度比２億６００万円、１.０％増で、

特別会計を含めた予算規模は、３１４億７,５２７万円、対前年度比３億２,１８０万円、

１.０％増となっております。

本日提出いたしました案件の概要は、条例の改正に係る案件５件、予算案件１６件、その他
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３件でございます。案件の詳細につきましては、担当部長、課長等から説明をさせていただきま

すので御了承願います。

何とぞ、十分な御審議をいただき、適正なる御判断を賜りますようお願い申し上げます。

以上をもちまして、市政運営に対する所信の一端と平成２６年度当初予算案等について申し述

べましたが、これからも山積する行政課題に全力で対応しながら、また、財政の健全化に努め、

あしたに希望の持てるまちづくりに誠心誠意、全力で取り組んでまいります。議員各位並びに市

民皆様の御理解と御支援を賜りますようお願い申し上げ施政方針といたします。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時５分といたします。

午前10時54分休憩

………………………………………………………………………………

午前11時05分再開

○議長（町田 正一君） 再開いたします。

────────────・────・────────────

日程第５．議案第１６号～日程第２８．議案第３９号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第５、議案第１６号壱岐市附属機関設置条例の一部改正につ

いてから、日程第２８、議案第３９号平成２６年度壱岐市水道事業会計予算についてまで、

２４件を議題とします。

ただいま上程いたしました議案について、提案理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 本日上程の議案につきましては、関係担当部長、課長にさせますので、

よろしくお願いします。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 川原市民部長。

〔市民部長（川原 裕喜君） 登壇〕

○市民部長（川原 裕喜君） 皆さんおはようございます。よろしくお願いします。

議案第１６号壱岐市附属機関設置条例の一部改正について。

壱岐市附属機関設置条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。

本日の提出でございます。

提案理由でございますが、自家用有償旅客運送に係る更新申請に行うに当たり、壱岐市公共交

通会議を設置する必要があるため、所要の改正を行うものであります。

次のページをお開きください。
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壱岐市附属機関設置条例の一部を次のように改正するものでございます。改正条文の内容につ

きましては記載のとおりであります。

改正条文の新旧対照表につきましては、資料１の１ページに記載のとおりであります。

附則といたしまして、この条例は、平成２６年４月１日から施行するものであります。

以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。

〔市民部長（川原 裕喜君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 眞鍋総務部長。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 登壇〕

○総務部長（眞鍋 陽晃君） おはようございます。それでは、議案第１７号壱岐市職員の給与に

関する条例の一部改正について御説明を申し上げます。

壱岐市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。

本日の提出でございます。

提案理由でございますが、高齢層職員の昇給抑制に関し、国家公務員の一般職の職員の給与に

関する法律の一部改正に準じて、本市職員の給与等について所要の改正を行うものでございます。

次のページをお開きください。（平成１６年壱岐市条例第４１号）壱岐市職員の給与に関する

条例の一部を次のように改正しようとするものでございます。この議案第１７号は、別冊議案関

係資料１の２ページから３ページに新旧対照表を載せております。左が現行、右が改正案でござ

います。

なお、資料に下線をしておりますが、下線箇所が改正しようとする箇所でございます。

２ページをご覧ください。第５条は、初任給、昇格、昇給等の基準についての規定ですが、第

３項の昇給に係る勤務成績の評定期間を、現行、「同日前１年間」を「同日前において規則で定

める日以前１年間」に改めます。第４項中、前項の規定により職員の次に、（次に掲げる職員を

除く。以下この項において同じ。）を加えます。第５項を左側の現行から右側の改正案に改正し

ます。この規定は高齢層職員の昇給抑制に係るものでありまして、５５歳を超える職員について

はこれまで昇給させる場合は昇給幅を５５歳以下の職員の半分とする抑制措置をとっておりまし

たが、改正後はさらに勤務成績が特に良好以上である場合に昇給させるとし、昇給させる場合の

昇給の号数は勤務成績に応じて規則で定めるものと制限を加えております。規則で定める基準は、

極めて良好が２号級、特に良好が１号級となります。

３ページには２５条で勤務時間１時間当たりの給料の算定について規定をしております。

また、第３３条は勤勉手当について規定をしております。

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行しようとするものでございます。

以上で、議案第１７号の説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたし
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ます。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 米倉教育次長。

〔教育次長（米倉 勇次君） 登壇〕

○教育次長（米倉 勇次君） 続きまして議案第１８号について御説明を申し上げます。

議案第１８号壱岐市社会教育委員条例の一部改正についてでございます。

壱岐市社会教育委員条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。

本日の提出でございます。

提案理由でございますが、社会教育法の一部が改正をされまして、社会教育委員の委嘱の基準

については文部科学省令で定める基準を参酌して地方公共団体が条例で定めることとされたこと

により、所要の改正を行うものでございます。

次のページをお開きください。

壱岐市社会教育委員条例の一部を次のように改正するものでございます。これまで第２条は定

数のみの規定でございましたが、これを定数等とし人数に加えその基準について定め記載のとお

りに改正するものでございます。改正条文の新旧対照表につきましてはお配りをいたしておりま

す資料１の４ページに記載のとおりでございます。

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するものであります。

以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。

〔教育次長（米倉 勇次君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 川原市民部長。

〔市民部長（川原 裕喜君） 登壇〕

○市民部長（川原 裕喜君） 議案第１９号壱岐地域生活ホーム設置及び使用に関する条例の一部

改正について。

壱岐地域生活ホーム設置及び使用に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。

本日の提出でございます。

提案理由でございますが、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の改

正に伴い、所要の改正を行うものであります。

次のページをお開きください。

壱岐地域生活ホーム設置及び使用に関する条例の一部を次のように改正するものでございます。

改正条文の内容につきましては、記載のとおりであります。改正条文の新旧対照表につきまして

は、資料１の５ページに記載のとおりであります。

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行するものでございます。
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以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。

〔市民部長（川原 裕喜君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 左野病院部長。

〔病院部長（左野 健治君） 登壇〕

○病院部長（左野 健治君） 議案第２０号壱岐市病院事業の設置等に関する条例及び壱岐市職員

定数条例の一部改正について御説明いたします。

壱岐市病院事業の設置等に関する条例及び壱岐市職員定数条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり定める。

本日の提出でございます。

提案理由でございますが、かたばる病院の閉院に伴い所要の改正を行うものでございます。か

たばる病院は国との国有財産譲渡契約におきまして１０年間の病院として継続することとなって

おります。現在休院といたしております。今年の２６年２月２８日で１０年の期間満了となりま

す。事務手続きにおいて２５年度末の平成２６年３月３１日で閉院といたします。

次のページをお開きください。

平成１６年壱岐市条例第２１５号、壱岐市病院事業の設置等に関する条例及び平成１６年壱岐

市条例第２４号、壱岐市職員定数条例の一部を次のように改正しようとするものでございます。

別冊の議案関係資料の１、６から７ページに新旧対照表を載せております。

附則といたしまして、この条例は平成２６年４月１日から施行しようとするものでございます。

以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔病院部長（左野 健治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 米倉教育次長。

〔教育次長（米倉 勇次君） 登壇〕

○教育次長（米倉 勇次君） 続きまして議案第２１号について御説明申し上げます。

議案第２１号公の施設の指定管理者の指定について（青嶋公園）。

下記のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

本日の提出でございます。

１、公の施設の名称及び位置、名称は青嶋公園。位置、壱岐市芦辺町諸吉南触１６９１番地。

２、指定管理者、壱岐市芦辺町芦辺浦５６２番地壱岐市森林組合代表理事組合長深見忠生。指定

期間でございます。平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日の５年間でございます。

提案理由でございますが、青嶋公園の指定管理者を指定するため地方自治法第２４４条の２第

６項の規定により議会の議決を経る必要がありますので、提案をいたしております。募集方法は、

公募といたしまして選定委員会で選定したものでございます。
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以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔教育次長（米倉 勇次君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

〔企画振興部長（山本 利文君） 登壇〕

○企画振興部長（山本 利文君） 議案第２２号について御説明を申し上げます。

沼津Ｂ辺地に係る総合整備計画の策定について。

沼津Ｂ辺地に係る総合整備計画を別紙のとおり定める。

本日の提出でございます。

提案理由でございますが、市道有安本線道路改良事業に辺地対策事業債を活用するため、辺地

に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項及び第５項

の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。

この計画は辺地債の対象になるためには、市議会の議決を経て辺地に係る総合整備計画を総務

大臣に提出することとなっておりますので、議会の議決を求めるものでございます。

次のページをお開き願います。

総合整備計画書でございます。右上に辺地名を記載いたしております。

項目の２番目に整備を必要とする事情を記載しております。市道有安本線は、県道郷ノ浦沼津

勝本線と有安触中心部を結ぶ主要幹線であり、現道は、幅員が狭く急曲であり、近年の交通量増

加により通学、通園等に支障を来し、危険な状況でありました。平成１５年度から道路改良事業

に着手してまいりましたが、用地の取得が困難な状況となり平成２４年度で事業完了としており

ました。しかしながら、今回、用地交渉の進展が見られたために、新たに平成２５年度から５カ

年事業として計画を策定するものでございます。

なお、計画の事業費は、２億４,９００万円でございます。位置図等につきましては、別添資

料に議案第２２号関係資料に添付をいたしております。

以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔企画振興部長（山本 利文君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 議案第２３号市道路線の認定について。

市道路線を別紙のとおり認定するものでございます。

本日の提出でございます。

提案理由は、市道として受け入れる必要があるため、道路法第８条第２項の規定に基づきまし

て、議会の議決を求めるものでございます。
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次のページには認定路線調書を記載しておりまして、路線名は本町八畑線です。

次のページからは位置図と路線図を添付しております。場所は、郷ノ浦町郷ノ浦の本町バス停

前の県道でございますが、以前、九州銀行があった付近の交差点から郷ノ浦町本村触の八畑交差

点部までの１,０１７メートルでございます。御審議のほどよろしくお願いをいたします。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 西原財政課長。

〔財政課長（西原 辰也君） 登壇〕

○財政課長（西原 辰也君） 議案第２４号平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第１０号）に

ついて御説明いたします。

平成２５年度壱岐市の一般会計補正予算（第１０号）は次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億１,５０４万

６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２３３億５,８７１万円とします。

第２項は記載のとおりでございます。

債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の変更は、第２表債務負担行為補正によるもので

ございます。

地方債の補正、第３条、地方債の変更は、第３表地方債補正によるものでございます。

本日の提出でございます。

２、３ページをお開き願います。

第１表歳入歳出予算補正、歳入及び歳出の款項の区分の補正額等については、第１表歳入歳出

予算補正に記載のとおりでございます。

４ページをお開き願います。

第２表債務負担行為補正、１、変更、マリンパル壱岐ほか８件の指定管理委託料について、平

成２６年４月から消費税率改正による引き上げ分を転嫁するため２６年度以降の債務負担行為限

度額をそれぞれ増額いたしております。

５ページをお開き願います。

第３表地方債補正、１、変更、過疎対策事業債は限度額２億５,５１０万円を２億６,５００万

円に９９０万円を増額補正しております。県全体の公営企業枠の不用額再配分があり、市民病院

医療機器分へ充当いたしております。

次に、合併特例事業債１２億５,０２０万円を１１億８,６９０万円に６,３３０万円を減額し

ております。消防庁舎及び消防救急無線デジタル化整備事業の事業費減額によるものでございま

す。

次に、事項別明細書により、歳入の主なものについて御説明いたします。
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１０、１１ページをお開き願います。

１０款地方交付税は、今回普通交付税の留保分２億２,６３２万７,０００円及び国の２５年度

補正予算で地方交付税総額が増加したことで調整戻し分８１９万円の追加交付があり、合わせて

２億３,４５１万７,０００円を増額しております。

１４款１項１目民生費国庫負担金は特別障害者手当、児童扶養手当、児童手当等の給付費負担

金の実績見込みにより、それぞれ減額をしております。

１４款２項１目総務費国庫補助金離島活性化交付金で離島輸送コスト支援事業の水産物実績見

込みにより３分の１、１,０００万円を減額しております。

次に、１２、１３ページをお開き願います。

１８款２項１目基金繰入金は、普通交付税の留保分及び入札執行等による一般財源不用額分に

より財政調整基金で１億円、地域振興基金で５,０００万円の取り崩しを取りやめ、また漁業用

燃油高騰緊急対策事業へ充当することとしていた沿岸漁業振興基金繰入金２,０００万円につい

ては、過疎債ソフト分へ財源振りかえをしたので減額しております。

次に、１４、１５ページをお開き願います。

２０款４項２目雑入、長崎県市町村振興事業補助金はコミュニティ活性化事業として壱岐の島

新春マラソン大会に対し補助対象事業費の２分の１、１６７万５,０００円と国際交流支援事業

として日韓国際交流文化祭事業費の８０％の３２万円をそれぞれ既定の事業費に充当しておりま

す。

２１款市債につきましては、５ページの第２表地方債補正で説明したとおりでございます。

次に、歳出については、別紙資料３の２５年度３月補正予算案概要で説明をいたします。

別紙資料３の２、３ページをお開き願います。

２款１項３目減債基金積立金の３億１,２０２万７,０００円は、普通交付税の留保分及び入札

執行等による一般財源不用額分を後年度の公債費償還財源として確保するために追加補正してお

ります。

次に、４款１項４目病院事業は医学修学資金及び医療技術修学資金貸付金の実績による不用額

分２,０４０万円の減額及び病院事業への繰出金として新体制移行に要する経費の不用額

２,０００万円の減額、そして医療機器導入への過疎債枠の再配分があったため９９０万円を増

額補正しております。

次に、４、５ページをお開き願います。

５款１項３目強い農業づくり交付金事業は、ＪＡ壱岐市ライスセンター乾燥調製施設修復増設

事業で入札執行による実績に基づき補助金８,９２７万８,０００円を減額しております。財源内

訳として国庫補助金で強い農業づくり交付金を４,９５９万９,０００円、地域の元気臨時交付金
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を２,８０７万４,０００円、過疎債を９９０万円減額補正をしております。

次に、６、７ページをお開き願います。

５款３項４目県営漁港整備事業負担金４,１９２万６,０００円の減額は大島漁港道路及び用地

整備並びに芦辺漁港フェリー航路浚渫事業において県が事業繰り越しをしたため減額するもので

あります。

次に、８、９ページをお開き願います。

７款４項１目県営港湾整備事業負担金２,４７８万４,０００円の増額補正は、郷ノ浦港、緑

地・浮き桟橋、勝本港物揚場、印通寺港物揚場の事業費に対し１２.５％の負担金について増額

補正しております。

８款１項１目消防庁舎等整備事業の７,３１２万５,０００円の減額補正は、入札執行と実績見

込みによる庁舎建設、消防救急無線デジタル化防災行政無線屋外局及び計測震度計の移設、備品

購入費の減額を行っております。財源充当しておりました合併特例債を６,３３０万円、それか

ら地域振興基金繰入金を５,０００万円を減額しております。

次に、資料の１２ページに基金の状況見込みについて記載のとおりでございます。

以上で、平成２５年度壱岐市一般会計補正予算（第１０号）について説明を終わります。御審

議のほどよろしくお願いをいたします。

〔財政課長（西原 辰也君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 斉藤保健環境部長。

〔保健環境部長（斉藤 和秀君） 登壇〕

○保健環境部長（斉藤 和秀君） 議案第２５号平成２５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計

補正予算（第１号）について御説明申し上げます。

平成２５年度壱岐市の後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）は次に定めるところに

よる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１９万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億９,４７３万円とする。２項については、記載のと

おりでございます。

本日の提出でございます。

２ページ、３ページをお開きください。

第１表歳入歳出予算の補正額については、記載のとおりでございます。

８ページ、９ページをお開きください。

歳入につきましては、一般会計繰入金を後期高齢者医療、広域連合納付金減額相当分１１９万

円を減額補正をいたしております。
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１０ページ、１１ページをお開きください。

歳出の後期高齢者医療、広域連合納付金の減額につきましては、保健基盤安定負担分の実績に

より減額補正をしております。

以上で、議案第２５号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔保健環境部長（斉藤 和秀君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 川原市民部長。

〔市民部長（川原 裕喜君） 登壇〕

○市民部長（川原 裕喜君） 議案第２６号平成２５年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計

補正予算（第３号）について御説明いたします。

平成２５年度壱岐市の特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１２０万５,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億７,３００万円とする。第２項は記載の

とおりでございます。

本日の提出でございます。

２ページから３ページをお開き願います。

２ページから３ページは、歳入歳出予算補正でございます。

次に５ページをお開きください。

５ページから７ページは歳入歳出補正予算事項別明細書でございます。

次に、８、９ページをお開きください。

まず、歳入について御説明をいたします。

１款介護サービス収入１項２目の利用者負担金合わせて１７０万円の減額は、特に１月末から

２月末にかけまして島内にインフルエンザの感染拡大が予想されたため、高齢者施設として感染

を未然に防止を図る必要がありましたので、利用者並びに家族の方に御理解をいただき利用を控

えさせていただいた結果によりまして、短期入所及び通所介護利用者負担金等が減額する見込み

で減額補正をいたしております。

次は、５款繰越金でございますが、前年度繰越金から５１万７,０００円を財源調整のため増

額補正いたしております。

次に、１０、１１ページをお開きください。

歳出について御説明いたします。

１款介護サービス事業費１項１目事務費の１節の報酬３７０万５,０００円の減額は、嘱託職

員報酬を育児休業による減額による補正をいたしております。
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２款基金積立金１項１目財政調整基金積立金へ２５０万円を増額補正いたしております。

１２ページは、給与費明細書でございます。

以上で、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。

〔市民部長（川原 裕喜君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 眞鍋総務部長。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 登壇〕

○総務部長（眞鍋 陽晃君） 議案第２７号平成２５年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算

（第２号）について御説明を申し上げます。

平成２５年度壱岐市の三島航路事業特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１８０万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２,１４５万４,０００円とする。２項は、記載のと

おりでございます。

本日の提出でございます。

８ページ、９ページをお願いします。

歳入について御説明をいたします。

４款繰入金でございますけれども、歳入財源としておりました一般会計からの繰入金を

１８０万円減額を計上いたしております。

次に、１０ページ、１１ページをお開き願います。

歳出について御説明いたします。

１款運航費でございますけども、１１節需用費の燃料費につきまして現在の燃料費の高騰が継

続しておりますが、毎月の単価入札を実施して経費の節減に努めているところでございまして、

１８０万円の減額を計上いたしております。

以上で、議案第２７号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 左野病院部長。

〔病院部長（左野 健治君） 登壇〕

○病院部長（左野 健治君） 議案第２８号平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算（第３号）

について御説明いたします。

第１条、平成２５年度壱岐市病院事業会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

第２条、平成２５年度壱岐市病院事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を

次のとおり補正する。

収入で、医業収益を３,０３７万４,０００円を増額し、第１款事業収益計は２８億２,４２５万
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３,０００円としております。

支出で医業費用を２,８６５万３,０００円を増額し、第１款事業費用計は２７億８,９９７万

５,０００円といたしております。

第３条、予算、第８条に定めた経費の金額を次のように改める。職員給与費を４８０万円減額

補正いたしております。

次のページをお開きください。

第４条、予算第１１条に定めた債務負担行為を次のとおり補正する。壱岐市民病院地域医療研

修機能向上施設整備事業事業費７,５５０万円を７,７１６万５,０００円の増額といたしており

ます。これは入札執行により増額いたしております。

本日の提出でございます。

次に４ページをお開きください。

平成２５年度壱岐市病院事業壱岐市市民病院会計補正予算（第３号）実施計画書でございます。

収入の医業収益は、入院、健診患者の増により３,０３７万４,０００円の増額補正いたしてお

ります。

支出でございますが、医業費用のうち給与費につきまして賃金から委託料へ組みかえをするも

のでございます。これは派遣看護師が賃金職から委託契約職に変わるものでございます。材料費

につきましては、入院患者の増加に伴い薬品費、診療材料費を２,７５７万７,０００円を増額い

たしております。

５ページは資金計画書でございます。

６ページは給与費明細書を記載いたしております。

７ページは債務負担行為に関する調書でございます。

８ページ、９ページは予定貸借対照表でございます。

以上で、説明をおわります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔病院部長（左野 健治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 西原財政課長。

〔財政課長（西原 辰也君） 登壇〕

○財政課長（西原 辰也君） 議案第２９号平成２６年度壱岐市一般会計予算について御説明いた

します。

平成２６年度壱岐市の一般会計の予算は次に定めるところによる。

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２１０億２,５００万円と定

める。第２項については記載のとおりでございます。

債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることが
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できる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為による。地方債第３条地方自治法第

２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の記載の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法は第３表地方債による。

一時借入金、第４条地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は３０億円と定めるものであります。

歳出予算の流用第５条地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項

の経費の金額を流用することができる場合は、第１項第１号に定めるとおりでございます。

本日の提出でございます。

２ページをお開き願います。

第１表歳入歳出予算、歳入及び歳出の款項の区分の金額については、２ページから５ページに

記載のとおりでございます。

６ページをお開き願います。

第２表債務負担行為は平成２７年度以降に発生する債務負担行為１５件の内容について記載の

とおりでございます。

次に、７ページの第３表地方債で平成２６年度に借り入れるもので起債の目的、限度額、起債

の方法、利率、償還の方法は記載のとおりでございます。起債総限度額は２３億６,８８０万円

でございます。

それでは事項別明細書により主なものについて御説明いたします。本年度予算規模は２１０億

２,５００万円、対前年度比２億６００万円、１％の増でございます。

１２ページをお開き願います。

まず歳入の主な内容について御説明いたします。

１款市税１項市民税は８億２,３４６万７,０００円で対前年度比２,３１０万円の減で、東日

本大震災からの復興を図ることを目的として平成２６年度から３５年度までの期間、個人住民税

の均等割り標準税率に５００円を加算する特例が定められておりますが、所得割で長引く地方経

済の低迷や人口減少等考慮し予算計上をしております。

２項固定資産税は１０億１,３２５万９,０００円で対前年度比１,９７１万５,０００円の増で

新築家屋の増分を考慮し予算計上しております。

次に、１６ページをお開き願います。

１０款地方交付税は対前年度８,２３７万７,０００円の減額で９８億９１３万８,０００円を

予算計上しております。

平成２６年度から普通交付税の合併算定がえの段階的縮減が始まるため、当初予算計上ついて

は減額計上しております。



- 35 -

次に、２６、２７ページをお開き願います。

１４款２項１目総務費国庫補助金離島活性化交付金は離島輸送コスト支援事業ほか、地域活性

化を推進する事業１２事業に対し２分の１から３分の１の補助金７,４０５万円を計上しており

ます。

次に、３０、３１ページをお開き願います。

１５款２項３目衛生費県補助金海岸漂着物地域対策推進事業補助金は、昨年に引き続き、県の

１０分の１０の補助金で海岸及び海水浴場の漂着物等の回収・処理費として８,０００万円を計

上しております。

次に、３６、３７ページをお開き願います。

１６款２項２目物品売り払い収入アワビ種苗売り払い収入３,６１０万２,０００円につきまし

ては、全額を栽培漁業振興基金積立金の財源といたしております。

次に、１８款２項１目財政調整基金繰入金は、財源不足について４億円を取り崩し財源の確保

をいたしております。減債基金繰入金は、繰り上げ償還の財源に４億円、地域振興基金繰入金は

観光地公衆トイレ洋式化、勝本地区公民館建設事業等の財源に８,２００万円を充当しておりま

す。

次に、３８、３９ページをお開き願います。

過疎地域自立促進特別事業基金繰入金は、しま共通地域通貨発行事業や消費拡大対策事業等の

財源に２億６,０３５万円を充当しております。

ふるさと応援基金繰入金は救急医療対策事業、観光地周辺環境管理及び指定文化財保護管理事

業の財源に３００万円を充当しております。

次に、合併振興基金繰入金は、まちづくり市民力事業やケーブルテレビ新規加入者用機器の購

入、図書館システム改修事業など市民の連帯の強化及び地域振興を図るため５,４００万円を充

当しております。

土地開発基金繰入金は、今回基金から行政財産として買い戻すように歳出予算に計上しており

ますが、現在基金での用地取得はしておらず、その都度予算議決をいただいておりますので土地

開発基金の総額を減額するために買い戻し額と同額の１億３,６２８万５,０００円を取り崩し、

土地開発基金の残高は現金のみの１,４４７万１,０００円といたします。

次に、４４、４５ページをお開き願います。

２１款市債１項１目辺地対策事業債は、勝本地区公民館整備事業ほか１３事業に対し３億

８,１２０万円を計上しております。

２目過疎対策事業債はハード事業分で市民病院医療機器整備事業ほか１５事業に対し３億

４,４６０万円。ソフト事業分でしま共通地域通貨発行事業ほか１５事業に対し４億８,０４０万
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円を計上しております。

４目合併特例事業債５億５,０２０万円は、ハード分として消防庁舎整備、旧廃棄物処理施設

跡地整備事業、校舎等耐震補強等工事に２億２９０万円、またソフト分の発行可能残額３億

４,７３０万円を合併振興基金造成事業の財源としております。

また、財源不足に対処するために５目臨時財政対策債６億円を計上しております。

次に、歳出については、別紙資料４の平成２６年度当初予算案概要の主要事業により主なもの

のみ御説明させていただきます。

資料４、２６年度当初予算案概要の４、５ページをお開き願います。

２款１項６目地域おこし協力隊事業は２年目となり、現在の４名に加え新たに地域づくりに意

欲的な隊員２名を募集し、観光振興、旅行商品開発営業担当とユズを活かした特産品開発販路拡

大支援担当など地域協力活動に従事してもらうこととしており、３年間にわたる活動を予定して

おります。なお、おおむね３年間は特別交付税措置がある予定で報酬活動費等、事業費２,２４０万

２,０００円を予算計上しております。

次に、８、９ページをお開き願います。

２款１項７目情報管理費、地域支え合いＩＣＴモデル事業は新規事業で県のモデル事業として

三島地区に集落支援を１名設置して集落の相互扶助連携にＩＣＴを利活用した方策をモデル的に

展開することで、地域の支え合いのための体制、必要な情報基盤の構築を促すことを目的に、各

家庭にあるテレビをインターネットに接続し、地域の情報を提供するとともに集落内や島外転出

者との連絡を取り合える環境整備費について事業費８６０万１,０００円を計上しております。

次に、１０、１１ページをお開き願います。

３款１項１目子ども・子育て支援事業は平成２７年４月の子ども・子育て支援法施行に伴い子

ども・子育て支援事業５カ年計画を策定するとともに、小規模保育施設等の許認可など関連３法

の例規整備支援業務委託費について３３０万円を計上しております。

次に、２０、２１ページをお開き願います。

４款衛生費１項保健衛生費４目病院費病院事業会計繰出金について研修医宿泊施設や医療機器

等、過疎債充当分を含めて医師確保対策や新体制移行に要する経費について６億５,３７８万

２,０００円の繰出金を計上しております。

次に、２６ページ１番下から２９ページまで畜産業費について、それぞれ計上をいたしており

ます。

特に肉用牛の維持増頭対策として県の家畜導入補助で１９０頭分の３,２９４万円、地域肉用

牛緊急対策事業として県の家畜導入事業対象牛以外の導入牛に対して１２０頭分の９６０万円、

地域肉用牛活性化プロジェクト推進事業として肉用牛淘汰更新に２４０頭分１,２００万円、肥
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育素牛導入に１,１００頭分１,１００万円合わせて６,５５４万円を計上しております。

次に、３４、３５ページをお開き願います。

５款３項２目水産業振興費で漁業用燃油高騰緊急対策事業補助金として燃油価格の高騰に伴い

漁家経営の安定と水産物の安定供給を維持・確保するため昨年７月から１リットル当たり１０円

を補助しておりますが、２６年４月から２７年３月まで漁業経営セーフティーネット構築事業加

入者に対して継続して実施することとしております。補助金総額１億２,０００万円を計上し財

源に過疎債ソフト分を充当しております。

なお、過疎債ソフト分の後年度償還費に対し７割が交付税措置をされることから、市の実質負

担分の３割のうち県が２分の１の１５％を補助する予定となっております。

次に、３８、３９ページをお開き願います。

６款１項２目商工振興費、しま共通地域通貨発行事業として離島過疎市町共通のプレミアム付

き共通商品券しまとく通貨を２５年度に引き続き発行し、離島過疎市町のＰＲ及び誘客・消費促

進につなげて産業振興や交流人口の拡大に寄与することとし、２０％のプレミアム分である６億

円相当分を各市町村で負担するもので、事業費１億６,０４０万円を予算計上しております。

また、しまとく通貨利用促進事業として離島活性化交付金を活用して島内販売体制を強化し、

しまとく通貨のＰＲ事業や利便性向上のため販売窓口臨時雇い賃金、加盟店マップ及び紹介ビデ

オの作成費１,１５０万８,０００円を計上しております。

次に、４０、４１ページをお開き願います。

新規事業で情報通信関連企業立地促進事業は、市内の情報通信関連事業者を行う雇用創出に伴

う新規採用職員１人当たり月額２万円の人材育成助成金として１０人分２４０万円を計上してお

ります。

次に、新規事業で消費拡大対策事業は２６年４月より消費税率引き上げによる個人消費の落ち

込みが予想されることから壱岐市商工会と連携し、プレミアム付商品券の発行により個人消費を

喚起し市内商工業の活性化、島内経済の振興を図るため２億円を限度に１０％のプレミアム商品

券を発行することとしており、プレミアム分の４分の３、１,５００万円を計上しております。

次に、４２、４３ページをお開き願います。

６款１項４目観光費の新規事業でインバウンドスタートアップ事業として旅行会社が観光連盟

を通じて外国人を壱岐市に送客した場合、旅行会社に対し旅費の一部助成や外国人おもてなしセ

ミナー等開催することとし事業費３１０万円を計上しております。

次に、４４、４５ページをお開き願います。

一番下の観光地公衆トイレ改修事業として、市内の観光地の公衆トイレについて年次的に洋式

化へ改修するよう事業費１,２００万円を計上しております。
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次に、４８ページ下から５１ページに安全・安心な住環境づくり支援事業を計上しております。

７款７項１目住宅管理費で昨年より実施しております市の単独事業として、市内の建設業者に

発注して３０万円以上の住宅リフォームを行う方にその工事費の一部を補助し、地域経済の活性

化と良好な住環境づくりを促進するため補助率１０分の１、補助金上限を２０万円とし補助金総

額２,０００万円を計上し、また、県の補助事業として住宅性能向上リフォーム支援事業補助金

も昨年に引き続き、既存住宅のバリアフリー化、省エネ化及び防災化など住宅性能向上リフォー

ムを行う方に、その工事費用の一部について事業費総額７０９万２,０００円を計上しておりま

す。

次に、５４、５５ページをお開き願います。

９款５項４目公民館費で市民の生涯学習、文化活動及び地域コミュニティの拠点施設として勝

本地域公民館整備事業費１億８,９００万円を計上しております。財源に辺地対策事業債を充当

しております。

次に、５８、５９ページをお開き願います。

９款６項１目保健体育総務費で第６９回国民体育大会推進費について、壱岐市開催のソフト

ボール及び自転車競技について、本大会の開催経費及び市民運動推進費として事業費１億

５,７８２万７,０００円を計上しております。

以上が、平成２６年度の主な事業でございます。

次に、予算に係る調書については、予算書の２２２ページから２２７ページに給与費明細書を、

また債務負担行為に関する調書は２２８ページから２３７ページに記載のとおりでございます。

地方債に関する調書は、最後の２３８ページに記載のとおりで、平成２６年度末地方債現在高見

込額は、２８６億１,３５７万２,０００円であります。

以上で、議案第２９号平成２６年度壱岐市一般会計予算の説明を終わります。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。

〔財政課長（西原 辰也君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。

午前11時52分休憩

………………………………………………………………………………

午後１時00分再開

○議長（町田 正一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

議案説明を続けます。斉藤保健環境部長。

〔保健環境部長（斉藤 和秀君） 登壇〕

○保健環境部長（斉藤 和秀君） 議案第３０号平成２６年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予
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算について御説明申し上げます。

平成２６年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計の予算は次に定めるところによる。

歳入歳出予算、第１条、事業勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４９億６,９８８万

７,０００円。診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億２,８３６万

２,０００円と定める。２項につきましては記載のとおりでございます。

一時借入金、第２条地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は２億円と定める。歳出予算の流用第３条については記載のとおりでございます。

本日の提出でございます。

予算説明に入ります前に、国民健康保険事業特別会計の状況について御説明申し上げます。

国保会計につきましては、全国的に財政の悪化が進んでおります。今年１月２８日に厚生労働

省から平成２４年度の市町村国保の財政状況が発表されましたが、全国の国保会計の実質収支は

保険者の４７.７％が赤字になっており、決算補填目的で約３,５００億円が一般会計より法定外

の繰り入れをされております。

壱岐市におきましても平成２４年度に国民保険税率の改定を行うとともに、国保加入者の負担

軽減のため平成２４年、２５年度と２カ年続けて一般会計から繰り入れましたが、現在も経済状

況は好転せず、取得の減少、高齢化の進展、医療給付費の増加や加入者の減少などにより厳しい

状況が続いております。

平成２６年度も医療給付費の増加が見込まれることにより、一般会計から２億円の繰り入れを

計画しておりますが、なお財源不足になる見込みでありますので保険税の改定につきまして被保

険者の皆様に御負担をお願いしなければならない状況となっております。

改定の時期につきましては、平成２５年度分の申告が終了し所得が確定した後に税率を改定す

る予定でございます。市といたしましては、さらなる特定健診、特定保健指導の推進、健康教室

を開催し市民皆様の病気の重症化予防等による医療費給付費の削減に努めてまいりたいと思って

おります。よろしくお願いをいたします。

それでは、８ページ、９ページをお開きください。

歳入について御説明いたします。

１款１項国民保険税でございますが、１目被保険者健康保険税７億９,９４２万円でございま

す。２目退職被保険者等健康保険税７,１８７万６,０００円を計上いたしております。

１０ページ、１１ページをお開きください。

４款１項国庫負担金１目療養給付費等負担金につきましては、８億７,５２１万４,０００円を

見込んでおります。

４款２項国庫補助金１目財政調整交付金につきましては４億７,２３７万円を見込んでおりま
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す。

１２ページ、１３ページをお開きください。

５款２項県補助金でございますが、財政調整交付金につきましては２億３,６１２万５,０００円

を見込んでおります。

６款１項療養給付費交付金ですが、退職者医療費交付金といたしまして２億５,９４１万

９,０００円を見込んでおります。

７款１項前期高齢者交付金ですが、９億４,４１３万３,０００円を見込んでおります。

８款１項共同事業交付金の１目高額医療費共同事業交付金でございますが、国保財政の安定化

を図るため、１件当たり８０万円を超える分を２目の保険財政共同安定化事業交付金につきまし

ては、１件当たり３０万円を超え８０万円までに対し、県国保連合会から実績に基づいて交付さ

れることになっております。

１０款１項一般会計繰入金でございますが、１２ページから１５ページに計上しております。

法定繰入金としまして２億７,７２６万２,０００円、法定外繰り入れとしまして先ほど御説明し

ました２億円と、乳幼児福祉医療現物給付分を含めまして２億２５３万７,０００円を計上いた

しております。

続きまして、１８ページ、１９ページをお願いします。

歳出について御説明申し上げます。

１款１項総務管理費ですが、事務的経費をそれぞれ計上いたしております。

２０ページ、２１ページをお開きください。

２款１項療養諸費１目一般被保険者療養給付費につきましては、前年度より９,０００万円を

増額し２６億１,６００万円を計上いたしております。

２２ページ、２３ページをお開きください。

２款２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費４億１,０００万円を計上いたしております。

４項出産育児一時金につきましては４２万円の６５人分を計上いたしております。

３款の後期高齢者支援金等から６款の介護納付金につきましては、全ての被保険者に共通する

もので相互扶助の制度でございます。

３款１項後期高齢者支援金等でございますが、５億３,８２０万７,０００円、１人当たり５万

４,５０５円が示され昨年より１,７９１円増加しております。

２４ページ、２５ページをお開きください。

次に、６款１項介護納付金につきましては４０歳から６４歳までの方の負担分でございますけ

ども、概算で１人当たり６万３,２７０円が示され、昨年より３,６８２円増加しておりますので、

２億５,４４７万３,０００円計上いたしております。
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７款１項２目の保険財政共同安定化事業拠出金でございますが、これは３０万円から８０万円

未満が基本となっておりまして、今年度は５億８,９２８万４,０００円を計上いたしております。

２６ページから２９ページは、８款保健事業費として特定健康診査及び特定保健指導の事業費

を計上いたしております。

３２ページをお開きください。

給与費明細書でございますが、辞職と点検職員２名と運営協議会委員報酬１２名分に係るもの

でございます。

内容につきましては、記載のとおりでございます。

次に、３４ページから４５ページに診療施設勘定の予算を計上いたしております。

以上で、議案第３０号の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いをいたします。

続きまして、議案第３１号平成２６年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算について御説

明申し上げます。

平成２６年度壱岐市の後期高齢者医療事業特別会計の予算は次に定めるところによる。

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３億７６８万５,０００円と

定める。２項につきましては記載のとおりでございます。

本日の提出でございます。

８ページ、９ページをお開きください。

歳入でございますが、１款１項後期高齢者医療保険料につきましては２６年度は医療給付費の

増により、保険利用率の改定により改定後の保険料は取得割りが０.５７％の増の８.８％となり、

均等割りは昨年より２,２００円の増の４万６,８００円として１億５,９２６万７,０００円を計

上いたしております。

４款１項一般会計繰入金ですが、一般事務費と広域連合に納める事務費と保険基盤安定分の繰

入金を合わせまして１億４,５８６万円を計上いたしております。

続きまして、１２ページ、１３ページをお開きください。

歳出でございますが、１款１項総務管理費は事務的な経費を計上いたしております。

２款１項後期高齢者医療広域連合納付金といたしまして３億２７２万４,０００円を計上いた

しております。

内訳としまして、保険料分が１億５,９２１万８,０００円、保険基盤安定分が１億３,１９５万

７,０００円、共通経費、事務費負担分が１,１５４万９,０００円となっております。

これで、議案第３１号の説明を終わらせていただきます。

続きまして、議案第３２号平成２６年度壱岐市介護保険事業特別会計予算について御説明申し

上げます。
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平成２６年度壱岐市の介護保険事業特別会計の予算は次に定めるところによる。

歳入歳出予算、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３１億

８,５４５万１,０００円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

３,２２３万７,０００円と定める。２項につきましては記載のとおりです。

一時借入金、第２条地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は２億円と定める。第３条につきましては記載のとおりでございます。

本日の提出でございます。

８ページ、９ページをお開きください。

歳入について御説明申し上げます。

１款１項につきましては、第１号被保険者保険料といたしまして特別徴収、普通徴収、滞納繰

越分を合わせまして４億８,９９７万２,０００円を計上いたしております。

３款１項国庫負担金歳出の介護サービスに対応するもので、５億４,２５８万５,０００円を計

上いたしております。

３款２項国庫補助金１目の調整交付金でございますが３億１,５６４万円としております。通

常は交付率５％のところでございますが、格差是正、後期高齢者の加入割合等で本年度は

１０.３９％の額を計上いたしております。

４款１項支払基金交付金でございますが、支払基金から交付されるものでございます。本年度

は交付率２９％となっておりまして、８億８,０９９万８,０００円を計上いたしております。

５款１項県負担金１目介護給付費負担金につきましては、施設分が１７.５％、在宅分が

１２.５％の負担となっております。４億４,４７４万円を計上いたしております。

１０ページ、１１ページをお願いします。

７款１項一般会計繰入金につきましては、介護給付費、介護予防事業、包括ミニ事業、事務費

といたしましてそれぞれ一定のルールに基づいて繰り入れをいたしております。４億６,３２４万

円を計上いたしております。

１４ページ、１５ページをお願いします。

歳出でございますが、下段の１款総務費３項介護認定審査会費につきましては、１４ページか

ら１７ページに記載しておりますが、審査会費及び認定調査に係る経費３,１３１万５,０００円

を計上いたしております。

１６ページ、１７ページをお願いします。

２款介護給付費１項介護サービス諸費としまして２９億５,８３６万円を計上いたしておりま

す。

次に、１８ページ、１９ページをお願いします。
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２款３項高額介護サービス費でございますが、７,５６０万円を計上いたしております。

３款１項介護予防事業費といたしまして、５,４９２万３,０００円を計上いたしております。

要介護にならないようにするための事業でございます。介護予防実態調査分析事業、特定高齢者

通所事業、二次予防通所事業などを行うものでございます。

２０ページ、２１ページをお願いします。

３款２項包括的支援事業・任意事業費でございますが、介護相談、家庭訪問、訪問指導等で

５,２０９万９,０００円を計上いたしております。

１３節の委託料ですが、相談事業につきましては社会福祉協議会への委託を一応しております。

次に３６ページ、３７ページをお願いします。

介護サービス事業勘定の歳入について御説明いたします。

要支援１、２と認定された方へのケアプラン作成に関するものでございます。居宅サービス計

画費収入といたしまして２,３２８万２,０００円を計上いたしております。

２款１項繰入金一般会計繰入金ですが、嘱託職員の人件費相当額を繰り入れております。

３８ページ、３９ページをお願いします。

歳出の１款１項総務管理費は事務的な経費でございます。

２款１項居宅介護支援事業費は、事務雇い賃金と島外在住の対象者に係るケアプラン作成業務

の委託料を計上いたしております。

以上で、議案第３２号について説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお願い

いたします。

〔保健環境部長（斉藤 和秀君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 議案第３３号平成２６年度壱岐市簡易水道事業特別会計予算。

平成２６年度壱岐市の簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによります。

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ７億５,３１８万８,０００円

と定めます。２項及び第２条は記載のとおりでございます。

一時借入金、第３条地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は３億円と定めます。第４条は記載のとおりでございます。

本日の提出です。

８から９ページをお開きください。

２、歳入でございます。１款分担金及び負担金は新規加入者分として２１３万９,０００円を

計上しております。
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２款使用料及び手数料１項使用料１目簡易水道使用料は現年度分としまして３億９,８３９万

７,０００円、滞納繰越分を３４５万４,０００円計上しております。

３款国庫支出金１項国庫補助金１目衛生費国庫補助金は、２５年度と同様に湯本浦地区と石田

地区の簡易水道施設整備事業費の２分の１が補助額になりますので、４９８万２,０００円と簡

易水道統合整備事業としまして５,０００万円の計５,４９８万２,０００円を計上しております。

４款繰入金は、一般会計から２億５,９６１万５,０００円を計上しております。

１０から１１ページをお開きください。

６款諸収入２項雑入は主に市道改良工事によります水道移転補償金でございまして、７８０万

２,０００円を計上しております。

７款市債は補助事業で整備しております湯本浦地区と石田地区及び簡易水道統合整備事業の分

を簡易水道事業債に当てまして２,６１０万円を計上しております。

１２から１３ページをお開きください。

３、歳出でございます。

１款総務費１目一般管理費の１３節委託料は、水道検針業務、資産台帳作成業務、簡易水道統

合整備事業によります老朽施設の整備をするための実施計画の作成業務、水質検査などの経費を

計上しております。

１４から１５ページをお開きください。

２目施設管理費１３節委託料は漏水調査業務、施設清掃業務などの経費を計上しております。

１５節工事請負費は配水管布設などの施設改修費、市道改良工事に伴います水道管布設がえ工

事などの経費を計上しております。

１６から１７ページをお開きください。

２款施設整備費１項簡易水道施設整備費は、湯本浦と石田地区の簡易水道施設整備事業と簡易

水道統合整備事業によります芦辺浦浄水場の浄水施設改修、郷ノ浦地区の遠隔監視システムの更

新工事などの経費を計上しております。

１９から２３ページには給与明細書を、２４ページには地方債の当該年度末現在残高見込み額

などを記載しております。

続きまして、議案第３４号平成２６年度壱岐市下水道事業特別会計予算、平成２６年度壱岐市

の下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによります。

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４億１万３,０００円と定め

ます。２項及び第２条並びに第３条は記載のとおりでございます。

一時借入金、第４条地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額

は３億円と定めます。第５条は記載のとおりでございます。
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本日の提出です。

１０から１１ページをお開きください。

２、歳入でございます。２款使用料及び手数料の１目下水道使用料は、現年度分の公共下水道

と漁業集落分の５,４２５万円を見込んでおります。

３款国庫支出金は、公共下水道事業費補助金を、４款県支出金は漁業集落排水整備事業費補助

金などを計上しております。

１２から１３ページをお開きください。

８款市債は、公共下水道及び漁業集落の分を計上しております。

次のページをお開きください。

３、歳出でございます。

１款下水道事業費２目施設管理費１３節委託料には、施設管理業務などの経費を計上しており

ます。

１６から１７ページをお開きください。

２項施設整備費の１５節工事請負費は、公共下水道事業でありまして、永田、片原地区の汚水

管布設工事や汚水管埋設部の路面本復旧工事などの経費を計上しております。

１８から１９ページをお開きください。

２款漁業集落排水整備事業１項管理費１目一般管理費の１９節負担金補助及び交付金は、下水

道加入によります補助金などを計上しております。

２０から２１ページをお開きください。

２目施設管理費１３節委託料は、山崎、恵美須、芦辺の施設管理業務費を計上しております。

２項施設整備費の１５節工事請負費は芦辺浦地区の汚水管布設やマンホールポンプ場整備工事

に伴う経費などを計上しております。

２５から２９ページは給与費明細書を掲載しております。

３０から３１ページは債務負担行為の限度額を記載しております。

以上については、別紙の資料３の６２から６３ページに掲載しておりますので御参照いただき

たいと思います。御審議のほどよろしくお願いします。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 川原市民部長。

〔市民部長（川原 裕喜君） 登壇〕

○市民部長（川原 裕喜君） 議案第３５号平成２６年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計

予算について御説明いたします。

平成２６年度壱岐市の特別養護老人ホーム事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。
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歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４億２,３２０万２,０００円

と定める。２項につきましては記載のとおりであります。

一時借入金、第２条地方自治法第２３５条の３第２項の規定による。

一時借入金の借り入れの最高額は３,０００万円と定める。

歳出予算の流用の第３条につきましては記載のとおりであります。

本日の提出でございます。

次のページをお開き願います。

２、３ページは歳入歳出予算でございます。

次に５ページから７ページは歳入歳出予算事項別明細書でございます。

次に８、９ページをお開き願います。

歳入の１款１項１目介護サービス費の３億３,７９２万７,０００円は、施設入所者の介護サー

ビス、短期入所介護サービス並びにデイサービスの通所介護報酬等の収入を計上いたしておりま

す。

次の、２目の５,７４２万４,０００円は施設入所者、短期入所者並びに通所介護利用者の個人

負担金収入でございます。

次に、１４、１５ページをお開き願います。

続きまして、歳出の１款介護サービス事業費１項１目事務費の１３節委託料は施設管理運営に

必要な業務委託費でございます。

次に、１６、１７ページをお開き願います。

１款１項２目の介護費の１４節の物品借り上げ料につきましては、寝具類などのリース料でご

ざいます。

１８節の備品購入費１８０万円につきましては、電動ベッド及び床ずれ防止のためのエアーマ

ットや寝具類の運搬のためのリネン車購入費等でございます。

次に、１８、１９ページをお開きください。

１目の通所介護サービス事業費１１節から以下につきましては、施設管理運営に係る経費等で

ございます。

次に、１５節工事請負費１５０万円につきましては、デイサービス施設食堂内の空調設備が修

理不能のためエアコン取りかえのための改修工事費を計上いたしております。

次に、２３ページから２８ページまでは給与費明細書及び手当などの関係でございます。

以上で、平成２６年度壱岐市特別養護老人ホーム事業特別会計予算について説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔市民部長（川原 裕喜君） 降壇〕
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○議長（町田 正一君） 眞鍋総務部長。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 登壇〕

○総務部長（眞鍋 陽晃君） 議案第３６号平成２６年度壱岐市三島航路事業特別会計予算につい

て御説明を申し上げます。

平成２６年度壱岐市の三島航路事業特別会計の予算は次に定めるところによる。

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１憶２,６９２万６,０００円

と定める。２項は記載のとおりでございます。

第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は

５,０００万円と定める。

本日の提出でございます。

８ページ及び９ページをお願いいたします。

歳入について御説明をいたします。

１款使用料及び手数料１目船舶使用料でございますけれども、本年度は２,１９８万３,０００円

を計上いたしております。

これは４月１日からの消費税法の一部改正による消費税率引き上げに伴いまして、旅客運賃及

び自動車航送運賃等をおよそ３％の引き上げを実施いたしますが、利用者が年々減少傾向にある

船舶使用料も減少しているところでございまして、前年度と比べまして２１４万８,０００円の

減収の見込みとなります。

なお、旅客運賃等の改定につきましては、三島の住民の皆様方に２月２７日付で回覧による周

知を行っているところでありまして、フェリー三島及び各待合所には改定後の運賃表を掲示し周

知の徹底を図っているところでございます。また、市報、ケーブルテレビでも周知を図ってまい

ります。

次に、２款国庫支出金及び３款県補助金につきましては、国庫補助金は５,５１３万７,０００円、

県補助金は１,３１１万３,０００円を計上いたしております。前年度と比べまして国・県からの

交付金は２１万円の増となります。

次に、１０ページ、１１ページをお願いいたします。

歳出について御説明を申し上げます。

１款運航費１目一般管理費でございますが、これにつきましては経常的な経費でございます。

船員関係については、海事職４人、嘱託職員２名を計上いたしております。

次に、１２、１３ページをお願いいたします。

２７節公課費６５万円でございますが、これは消費税納付金でございます。

２目業務管理費でございますが１１節需用費の修繕料１,８８１万３,０００円につきましては、
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主に中間検査とドックに係る修繕料でございます。

次に、２款公債費でございますけど、これは平成１４年度に建造いたしましたフェリー三島分

のそれから原島待合所に係る公債費の償還分でございます。

１５ページから１９ページにかけましては、給与費明細書でございます。

２０ページをお開き願います。

最後のページには、地方債の当該年度末残高見込みを１,９６９万８,０００円計上いたしてお

ります。

以上で、議案第３６号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔総務部長（眞鍋 陽晃君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 堀江農林水産部長。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 登壇〕

○農林水産部長（堀江 敬治君） 議案第３７号平成２６年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算に

ついて御説明いたします。

平成２６年度壱岐市農業機械銀行特別会計の予算は次に定めるところによる。

最入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億２,３３１万４,０００円

と定める。２項は記載のとおりでございます。

本日の提出でございます。

５ページをお開き願います。

歳入歳出予算の事項別明細書の総括表、歳入の部でございます。歳入合計は１億２,３３１万

４,０００円で前年度と比較しまして６７５万５,０００円の増額であります。

続きまして６ページ、７ページは歳出の部の事項別明細書を掲載しております。

次に８ページ、９ページをお開き願います。

歳入について御説明いたします。

１款使用料及び手数料１項１目使用料７,２３９万９,０００円は機械使用料の収入でございま

す。前年度までの実績を考慮しまして３８万６,０００円を減額いたしております。

続きまして、３款繰入金１項１目一般会計繰入金は７３５万６,０００円でございます。内容

は、嘱託職員３名分人件費の２分の１を一般会計から繰り入れていただく予定であります。

続きまして、１０ページ、１１ページをお開き願います。

５款諸収入３項１目受託事業収入４,２８８万９,０００円は、環境管理等業務受託収入でござ

います。前年と比較しますと５４２万４,０００円の増額であります。

内容は、一般市道の草刈りや高枝伐採の管理業務受託収入の増、及び消費税引き上げに伴うも

のでございます。
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次に、１２ページ、１３ページをお開き願います。

歳出の一般管理費につきましては、特に前年度と予算的な大幅な変更はありませんが、一般会

計繰入金と受託事業収入の増額分の財源については、それぞれ報酬費及び燃料費、修繕費等に充

当いたしております。

次に１６ページは給与費明細書を掲載いたしております。

以上で、議案第３７号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。

〔農林水産部長（堀江 敬治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 左野病院部長。

〔病院部長（左野 健治君） 登壇〕

○病院部長（左野 健治君） 議案第３８号平成２６年度壱岐市病院事業会計予算について御説明

いたします。

平成２６年度壱岐市病院事業会計予算につきましては、地方公営企業法改正により新会計制度

が適用となります。この法改正によりまして、これまで公営企業会計のあり方がより民間企業会

計原則の考え方に近いものとなっております。主な変更点につきましては、説明の中で申し上げ

ることといたしますので、よろしくお願いいたします。

なお、改正による引当金などの収益、費用が新たな計上となりますが、資金収支への影響はご

ざいません。

第１条、総則平成２６年度壱岐市病院事業会計の予算は次に定めるところによる。

第２条、業務の予定量を次のとおりといたします。病床数２２８床、内訳といたしましては、

一般病床１２０床、精神病床５０床、療養型病床４８床、感染症病床４床、結核病床６床でござ

います。

次に、年間患者数ですが、入院患者５万２,１９５人、外来患者８万９,０６０人を予定してお

ります。一日の平均患者数は入院患者１４３人、外来患者３６５人でございます。

主要な建設改良事業費としましては、固定資産購入費で医療機器等の備品購入費１億１,４２０万

７,０００円を計上いたしております。

施設整備事業費で研修医宿泊施設整備事業及び外来診察室改修事業で１億４,０００万

８,０００円を計上いたしております。

続いて２ページをお開きください。

第３条では、収益的収入及び支出の予定額を定めております。

収入、事業収入として２９億４,２１１万８,０００円といたしております。

支出で、事業費用として３０億４,８４５万６,０００円といたしております。

４条では、資本的収入及び支出の予定額を定めております。資本的収入が資本的支出に対して
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不足する額６,１６３万５,０００円につきましては、過年度分の損益勘定留保資金で補填をする

ことで定めております。

資本的収入といたしましては、３億５,５７１万８,０００円でございます。

資本的支出といたしましては、４億１,７３５万３,０００円と定めております。

次に、５条の企業債では、医療機器等の機械備品整備事業といたしまして５,３００万円、研

修医宿泊施設整備事業として８,２７０万円、外来診察室改修事業として９００万円の限度額と

いたしております。

起債の方法、利率等につきましては、記載のとおりでございます。

第６条、一時借入金の限度額といたしまして２億円と定めております。

第７条では、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合について記載のとおり

定めております。

第８条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費について記載のとおり定め

ております。

第９条、棚卸資産購入の限度額を定めております。

４ページをお開きください。

第１０条では、重要な資産の取得につきましてそれぞれ記載のとおり定めております。

本日の提出でございます。

続きまして、６ページをお開きください。

平成２６年度壱岐市病院事業会計予算実施計画書収益的収入及び支出につきまして御説明申し

上げます。

収入でございますが、事業収益は２９億４,２１１万８,０００円でございます。

１項医業収益２４億１,５４５万４,０００円となっております。

入院患者一日平均を１４３人、外来患者一日平均３６５人を目標に予算計上いたしております。

３目その他医業収益では室料差額や健診事業の収益として１億７９３万７,０００円を計上い

たしております。

２項医業外収益２目負担金交付金として４億６,２０６万５,０００円は一般会計からの繰入金

でございます。

次に、７ページの室でございます。

事業費用が３０億４,８４５万６,０００円となっております。

１目給与費１節給料については、病院事業の職員数は前年度の１３０名から１名増の１３１名

で予算計上いたしております。

また、６節退職給付費新会計制度において、これまで退職手当組合の負担金等を計上いたして
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おります。

７節賞与引当金繰入金５,９１０万９,０００円及び８節の法定福利費引当金繰入額１,０５８万

３,０００円につきましては、新会計制度導入に伴い新たに計上するもので、将来に発生する経

費に備えて一定の金額を引き当てておくものでございます。

続きまして、２目の材料費が４億７,５９０万円、３目経費として４億３,８９４万円となって

おります。

経費のうち２２節貸倒引当金繰入額６８７万１,０００円、２３節の長期前払い消費税償却

１,９８３万円が新会計制度で見直しにより新たに計上することになった費用でございます。貸

倒引当金と繰入額につきましては、過去の未収金の状況に応じて今年度発生する見込みの額をあ

らかじめ予算に費用として計上するものでございます。

長期前払い消費税償却につきましては、これまで医業外費用の繰延勘定償却として計上してい

たものを、新会計制度においては廃止されまして医業費用として計上することになったものでご

ざいます。

８ページをお開き願います。

３項の特別損失でございますが、これも新会計制度において計上が義務化されたものでござい

ます。

５目のその他特別損失として１億６,０５７万８,０００円のうち、退職給付費は２５年度末に

全職員が退職すると仮定した場合の負担額を向こう５年間で分割して計上するものでございます。

手当、法定福利費は２５年度発生相当分の額を計上するものでございます。

貸倒引当金繰入金はこれも２５年度末時点で、回収不能と見込まれる額を計上するものでござ

います。

続いて９ページをお開き願います。

資本的収入及び支出につきまして御説明申し上げます。

主なもととして４項補助金１目県補助金１,９３０万円ですが、これは長崎県の地域医療再生

臨時特例金事業によります市民病院研修医宿泊施設整備事業に係る２６年度分の補助金でござい

ます。

２目他会計補助金として企業団加入に向けたシステム整備等として一般会計から補助金として

計上いたしております。

次に、１０ページをお開き願います。

支出につきまして、医療機器購入及び施設整備に係る費用、企業債償還金を計上いたしており

ます。

続きまして、１１ページでございますが、平成２６年度壱岐市病院事業会計予算キャッシュフ
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ロー計算書でございます。これは新会計制度においてこれまでの資金計画書に変わるもので、こ

れまで資金計画書において充分に把握できなかった現金保有に関する経営情報を補完するため事

業１の業務活動、投資活動、そして３の財務活動の３活動区分に分類し、この活動区分ごとに現

金の増減に関する情報を提供するものでございまして、予定の資金の期末の残高は約７億

９,３６２万円となっております。

続きまして、１２ページから１６ページでございます。

これは、給与費明細書でございます。本年度は１３１名でございます。

１７ページをお開き願いたいと思います。

研修医宿泊施設整備に係る平成２５年度の議決分に係る債務負担行為に関する調書でございま

す。

１８ページから２６年度の予定貸借対照表でございます。

２２ページをお開き願いたいと思います。

２５年度壱岐市病院事業会計予定損益計算書でございます。

２３ページの下から３行目でございます。

当年度純利益でございますが、平成２５年度は１億１,７２４万９,７１２円となる見込みでご

ざいます。益純益となる見込みでございます。当年度の未処理欠損金は減額となりまして、

２１億９,３６５万５,７４０円の見込みとなっております。

続いて、２４、２５につきましては、２５年度の壱岐市病院事業会計予定貸借対照表でござい

ます。

以上で、説明を終わります。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。

〔病院部長（左野 健治君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 議案第３９号平成２６年度壱岐市水道事業会計予算について御説明

申し上げます。

第１条、平成２６年度壱岐市水道事業会計の予算は次に定めるところによります。

第２条、業務の予定量は記載のとおりでございます。

第３条、収益的収入及び支出の予定額は次のとおりと定めます。

収入、第１款水道事業収益は１億８,１８３万３,０００円、支出、第１款水道事業費用は２億

３,５８５万３,０００円です。

第４条、資本的収入及び支出の予定額は次のとおり定めます。資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額１億１,９３１万８,０００円は当年度分消費税資本的収支調整額７６９万
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５,０００円、当年度分損益勘定留保資金８,８３７万９,０００円、減債積立金１,４２６万

８,０００円及び建設改良積立金８９７万６,０００円で補填するものとします。

次のページをお開きください。

収入の資本的収入で２２４万５,０００円、支出の資本的支出で１億２,１５６万３,０００円

としております。

第５条から第７条は記載のとおりです。

本日の提出です。

今、病院部長が申しましたように、地方公営企業の会計制度の見直しによりまして、平成

２６年度予算及び決算から新しい会計基準を適用することになりました。この見直しに当たりま

して、最大限現行の民間の企業会計原則の考え方を取り入れることになりました。基本的な方針

の一例としまして、任意で適用が認められておりました、みなし償却制度が廃止されました。こ

れは、国費などで取得したものが必ず減価償却することになるため、平成２６年度予算では例年

より負債がふえる形になります。

これまで自治体の判断によるものとされておりましたけれども、損益に上げなかったものと計

上していたものが混在しておりましたので、新しい会計基準に基づきまして総合的な諸要件によ

りまして移行処理を行った次第であります。また、退職給付、賞与、修繕、貸し倒れなどの引当

金の計上が義務化されました。

したがいまして、この会計基準への移行初年度に当たりますので平成２６年度の単年度分だけ

を見れば収益的収入及び支出は赤字予算の編成になりますけれども、１５ページの予定貸借対照

表の当年度末処分利益剰余金に６,７３３万５,０００円余りが算定されますので、実質的には黒

字となっております。

４から７ページには予算の実施計画書として収益的収入及び支出を記載しております。

８ページには各活動によって実際に得られた収入から外部への支出を差し引いて手元に残る資

金の流れをあらわすキャッシュフロー計算書を、９から１１ページには職員の給与費明細書を記

載しております。

１３ページには収益としまして固定資産の減価償却の方法や引当金の計算方法などを１４から

１７ページには平成２６年度末と平成２５年末の決算見込みの予定貸借対照表を記載しておりま

す。

１８ページをお開きください。

平成２６年度の予算実施計画の明細書の収益的収入及び支出の収入でございまして１款水道事

業収益１項営業収益は現年度分の水道料金として１億５,３００万円を見込んでおります。

２項営業外収益は消費税還付金などを計上しております。
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２０ページをお開きください。

支出でございまして、２款水道事業費用は水道検査委託料や水道施設の電気料などを計上して

おります。

２目配水及び給水費は、６節委託料に水道検針業務や漏水調査業務委託、８節修繕費は水道施

設修繕費などの経費を計上しております。

２２ページから２３ページをお開きください。

これには５目減価償却費や３項特別損失などの経費を記載しております。

２４から２５ページをお開きください。

資本的収入及び支出でございます。

３款資本的収入ですが、他会計負担金は企業債償還金としまして一般会計から２２４万

５,０００円の繰り入れを計上しております。

２５ページの４款資本的支出は１１項建設改良費に基幹施設改良としまして岳ノ辻配水池の解

体整備やその他の配水管布設がえ工事などの経費を１億３５０万円計上しております。

以上で、議案第３９号の説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお願いします。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） これで市長提出議案に対する説明が終わりました。

────────────・────・────────────

日程第２９．要望第１号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第２９、要望第１号これからの勤労青年教育のあり方に関す

る要望についてを議題とします。

ただいま上程しました要望第１号については、お手元に写しを配付しておりますので、説明に

かえさせていただきます。

────────────・────・────────────

○議長（町田 正一君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。次の本会議は３月１１日火曜

日午前１０時から開きます。

その間、一般質問が１２日、１３日と予定されておりますので、議員諸氏におかれましては議

会報告会等でも市民の要望が多数寄せられております。積極的に対応されて執行部が答弁に危惧

するような一般質問を期待しております。

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後１時50分散会

──────────────────────────────


